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２交通ルールを守りましょう

６・７ 近鉄奈良線の高架化が完成

３定期的に健診を受けましょう

４９月は健康増進普及月間

もくじ

９月１５日号

本
市
の

さ
ら
な
る
発
展
へ

こ
の
た
び
、
東
大
阪
市
民
の
悲
願
で
あ
る
近
鉄

奈
良
線
の
高
架
化
が
実
現
し
、
９
月
２１
日
�
か
ら

運
行
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

近
鉄
奈
良
線
は
、
開
業
当
初
か
ら
東
大
阪
市
民

の
重
要
な
交
通
機
関
と
し
て
、
本
市
の
発
展
に
も

大
き
く
寄
与
し
、
本
市
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

高
架
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
渋
滞
や
踏
切
事

故
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
分
断
さ
れ
て
い
た
地

域
も
一
体
と
な
り
、
市
全
体
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
連
工
事
な
ど
が
今
後
も
継
続
し
て
行
わ
れ
ま

す
が
、周
辺
に
お
住
ま
い
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成１５年から行っていた近鉄奈良線の若江岩田駅、河内花園駅、

東花園駅の高架化工事が完成し、奈良方面行きに続き９月２１日�の

始発電車から大阪難波方面行きも高架上での運行をスタートします。

※６・７面へ続く。

99月月２２１１日日かからら運運行行開開始始
若若江江岩岩田田駅駅・・河河内内花花園園駅駅・・東東花花園園駅駅がが高高架架化化
近鉄

市長 野田義和

車上狙い対策～車から離れるときは車内をからっぽにし、必ずドアを閉めましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
９
面
に
掲
載



市
で
は
現
在
、「
用
途

地
域
等
に
関
す
る
指
定

方
針
」お
よ
び「
景
観
計

画
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。こ
の
た
び
、素
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

素
案
は
、
９
月
１６
日

�
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト（
意
見
募
集
）ま
た

は
都
市
づ
く
り
課
お
よ

び
市
政
情
報
相
談
課（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
９
時
〜
１７
時
３０
分
）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

�対
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
（
い
ず
れ
か
）

の
方
、
市
内
に
事
業
所

が
あ
る
事
業
者
・
法
人

・
そ
の
他
団
体

提
出

方
法

住
所
、氏
名（
団

体
は
団
体
名
、所
在
地
、

代
表
者
名
）、電
話
番
号

を
１０
月
１５
日
�（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
（
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
直
接

も
可
）

※
書
式
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
閲
覧
場

所
に
意
見
書
の
ひ
な
形

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

提
出
先
・
�問
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５７７
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市
で
は
、
市
民
の
良
好

な
住
環
境
と
モ
ノ
づ
く
り

企
業
の
操
業
環
境
を
保
全
、

創
出
し
住
工
共
生
の
ま
ち

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

平
成
２５
年
４
月
に
住
工
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

施
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
市
内
す
べ
て
の
工
業

地
域
と
準
工
業
地
域
の
一

部
を
モ
ノ
づ
く
り
推
進
地

域
に
指
定
す
る
な
ど
の
施

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
条
例
に
基
づ

き
今
年
度
の
実
施
状
況
を

公
表
し
、
施
策
の
充
実
の

た
め
広
く
市
民
や
モ
ノ
づ

く
り
企
業
な
ど
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

施
策
の
実
施
状
況
は
、

９
月
２４
日
�
か
ら
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
モ
ノ
づ

く
り
支
援
室
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
９
時
〜

１７
時
３０
分
）
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

�対
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学（
い
ず
れ
か
）の
方
、

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
事

業
者
・
法
人
・
そ
の
他
団

体

提
出
方
法

住
所
、

氏
名
（
団
体
は
団
体
名
、

所
在
地
、
代
表
者
名
）、
電

話
番
号
を
１０
月
２３
日
�（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
（
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
直
接

も
可
）

※
書
式
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
意
見
書
の
ひ

な
形
を
用
意
し
て
い
ま

す
。提

出
先
・
�問
〒
５７７
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現
在
市
で
は
、
返
送
の

あ
り
ま
し
た
臨
時
福
祉
給

付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
申
請
書
の
審

査
、
振
込
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
は
８

月
７
日
か
ら
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
８

月
１３
日
か
ら
振
込
み
を
開

始
し
、
今
後
の
振
込
予
定

日
は
、
９
月
１７
日
�
、
９

月
２６
日
�
、
１０
月
１
日
�

で
、
以
降
週
１
回
の
振
込

み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
給
付
金

は
１
人
１
回
限
り
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
や
、
預

金
通
帳
な
ど
の
口
座
確
認

書
類
の
写
し
の
同
封
が
漏

れ
て
い
る
場
合
は
、
申
請

書
を
返
送
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
を
同
封
の
う
え
、

返
信
用
封
筒
で
速
や
か
に

再
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

振
込
み
が
遅
れ
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

の
際
は
、
再
度
同
封
書
類

な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

現
在
、
臨
時
福
祉
給
付

金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
合
わ
せ
て
約
８

万
件
の
申
請
が
あ
り
、
約

６
万
件
の
振
込
み
を
完
了

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
振
込

み
が
さ
れ
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
は
審
査
な
ど
に
よ

り
、
振
込
み
ま
で
時
間
を

要
し
て
い
ま
す
。
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
期
限
は
１２

月
２６
日
�（
消
印
有
効
）で

す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
忘
れ
ず
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

年
金
受
給
者
の
加
算

措
置
対
象
者
の
見
直
し

厚
生
労
働
省
か
ら
８
月

７
日
付
け
で
臨
時
福
祉
給

付
金
の
加
算
措
置
対
象
者

の
見
直
し
に
つ

い
て
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。
見

直
し
の
内
容
は

下
の
通
り
で

す
。な

お
、
本
市

に
お
い
て
は
す

ぐ
に
見
直
し
を

行
い
、
振
込
み

済
み
の
方
、
こ
れ
か
ら
振

込
み
を
行
う
方
と
も
に
適

切
に
措
置
し
て
お
り
、
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

◇

�問
臨
時
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育
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金
お
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せ
セ
ン
タ
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な
く
そ
う
放
置
自
転
車

駅
前
な
ど
に
放
置
さ
れ

た
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク

は
、
ま
ち
の
景
観
を
悪
く

し
、
歩
行
者
や
緊
急
車
両

な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に
も

な
り
ま
す
。

市
で
は
、
放
置
自
転
車

を
な
く
す
た
め
、
自
転
車

駐
車
場
の
設
置
や
指
導
員

に
よ
る
啓
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

駅
を
利
用
す
る
と
き
や

自
転
車
を
駐
車
す
る
と
き

は
、
自
転
車
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

駅
周
辺
の
駐
車
場
な
ど
く

わ
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
２１
日
〜
３０
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
知
ら
せ
よ
う

早
め
の

ラ
イ
ト

あ
な
た
か
ら
」「
許

し
ま
せ
ん

飲
酒
運
転

許

す
人
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

９
月
２１
日
か
ら
３０
日
ま
で

の
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
中
は
特
に
次
の
こ

と
を
啓
発
し
ま
す
。

▽
運
動
の
基
本
�
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽
全
国
重
点
�
夕

暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通

事
故
防
止
／
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
／
飲
酒
運

転
の
根
絶

▽
大
阪
重
点

�
高
齢
者
の
自
転
車
事
故

防
止

ご
参
加
く
だ
さ
い

交
通
安
全
市
民
大
会

大
阪
府
警
察
音
楽
隊
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
、
交
通

安
全
講
習
会
を
兼
ね
た
交

通
安
全
市
民
大
会
を
行
い

ま
す
。

�時
９
月
２４
日
�
１４
時
〜

１６
時�所

文
化
会
館

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
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近
年
、
自
転
車
の
二
人

乗
り
や
並
進
、信
号
無
視
、

走
行
中
の
携
帯
電
話
の
使

用
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
毎
月
８
日
を

「
自
転
車
マ
ナ
ー
デ
ー
」と

し
て
、
布
施
・
河
内
・
枚

岡
警
察
署
や
自
治
協
議
会
、

放
置
自
転
車
防
止
対
策
推

進
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
、

自
転
車
マ
ナ
ー
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

「
飲
酒
運
転
や
二
人
乗
り

を
し
な
い
」「
信
号
や
一
時

停
止
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
」「
歩
行
者
の
横
を

通
過
す
る
と
き
は
減
速
し
、

充
分
な
距
離
を
と
る
」
な

ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
保
険
や
共
済
に

加
入
し
、
年
に
一
度
は
整

備
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
整
備
店
で
点

検
を
受
け
る
と
、
一
年
間

有
効
な
賠
償
責
任
・
傷
害

保
険
が
つ
い
て
い
る
「
Ｔ

Ｓ
マ
ー
ク
」
を
貼
っ
て
も

ら
え
ま
す
。

自
転
車
は
環
境
に
や
さ
し
く
便
利
な
乗
り

物
で
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
自
転
車
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。ま

ち
の
安
全
と
景
観
を
保
つ
た
め
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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９月は自転車マナーアップ強化月間
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意
見
を
募
集
し
ま
す

「
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定
方
針
」

「
景
観
計
画
」

パブリック
コメント

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

振
込
み
を
開
始
し
て
い
ま
す

「平成２６年３月分の基礎年金の受
給権の有無にかかわらず、平成２６
年４月分または５月分の基礎年金
の受給者」が加算の対象

見直し後
�

「平成２６年３月分の基礎年金の受
給権があり、かつ平成２６年４月分
または５月分の基礎年金の受給者」
が加算の対象

見直し前

住工共生のまちづくり条例

実施状況を公表し施策の充実へ

意 見 募 集

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２６年９月１５日
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慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

と
は
、
腎
障
害
や
腎
機
能

が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と

を
い
い
、
日
本
に
は
成
人

の
約
８
人
に
１
人
に
あ
た

る
約
１
３
３
０
万
人
の
Ｃ

Ｋ
Ｄ
患
者
が
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
腎
臓
は

一
度
機
能
が
低
下
す
る
と
、

元
に
戻
り
に
く
い
臓
器
で

す
。
そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

が
進
行
し
、
重
症
化
す
る

と
人
工
透
析
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

人
工
透
析
を
す
る
と
、

長
期
間
の
治
療
と
高
額
な

医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

東
大
阪
市
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
で
人
工
透
析
を

し
て
い
る
方
は
５
６
８
人

（
平
成
２５
年
度
時
点
）。
そ

の
う
ち
９８
人
が
平
成
２５
年

度
に
新
た
に
透
析
治
療
を

開
始
し
て
お
り
、
透
析
者

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。Ｃ

Ｋ
Ｄ
の
発
症
に
は
、

不
健
康
な
生
活
習
慣
の
積

み
重
ね
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。
高
血
圧
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

や
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
な
ど
も
、
腎
機

能
の
低
下
の
要
因
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
発
症
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。

腎
臓
の
機
能
を
守
る
た

め
に
は
、
血
圧
や
血
糖
値

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可

欠
で
す
。
予
防
や
早
期
発

見
の
た
め
定
期
的
に
健
診

を
受
け
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

９
月
は
健
康
増
進
普
及

月
間
で
す
。
健
康
な
生
活

を
送
る
た
め
、
こ
の
機
会

に
定
期
的
な
健
診
の
重
要

性
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

東
大
阪
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
方
は
市
内
の

契
約
医
療
機
関
で
特
定
健

康
診
査
を
受
け
る
と
、
腎

機
能
検
査
と
し
て
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
と
血
清
尿
酸

の
検
査
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
を
受
け
る
に

は
、
現
在
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
の
保
険
者
が
発

行
す
る
受
診
券
が
必
要
で

す
。４

月
１
日
現
在
、
東
大

阪
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
４０
歳
か
ら
７４

歳
の
方
に
は
、
今
年
度
の

受
診
券
（
ピ
ン
ク
色
）
を

４
月
末
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。
４
月
２
日
以
降
に
加

入
し
た
方
や
受
診
券
が
手

元
に
な
い
方
は
、
医
療
保

険
室
保
険
管
理
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
国
民
健

康
保
険
以
外
の
方
は
、
加

入
し
て
い
る
保
険
者
に
確

不健康な生活習慣の積み重ね

慢性腎臓病（ＣＫＤ） 生活習慣病

合併症

悪循環

高血圧腎障害
（蛋白尿、血尿などの尿異常）

腎機能の低下

末期腎不全
（人工透析が必要になる）

糖尿病

▽狭心症　 ▽脳卒中　 ▽心筋梗塞

肥満、脂質異常症、
メタボリックシン
ドロームなど

食べすぎ、飲みすぎ、運動不足、
ストレス、喫煙など

たんぱく

認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
高
血
圧
や

糖
尿
病
な
ど
の
病
気
療
養

中
の
方
も
特
定
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
検
査
項
目
に

よ
り
、
新
た
な
生
活
習
慣

病
の
発
見
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

【
特
定
健
診
の
項
目
】

医
師
の
診
察
、
問
診
、

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
血

圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
検

査
（
血
糖
・
血
中
脂
質
・

肝
機
能
）
な
ど

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

生
活
習
慣
改
善

健
診
の
結
果
、生
活
習
慣

を
改
善
す
る
必
要
性
が
高

い
方
は
、健
康
状
態
や
生
活

習
慣
に
あ
わ
せ
て
医
師
や

保
健
師
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト

す
る「
特
定
保
健
指
導
」を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
対
象
の

方
に
は
、
利
用
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。利
用
券
を
お

持
ち
の
方
は
、最
寄
り
の
保

健
セ
ン
タ
ー
か
契
約
医
療

機
関
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険
管

理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
０
５
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
５

国
民
健
康
保
険
の
世

帯
主
や
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
ま
た
は

そ
の
世
帯
主
な
ど
で
、

平
成
２６
年
度
（
平
成
２５

年
分
）
の
所
得
申
告
の

提
出
が
な
か
っ
た
方
に
、

「
国
民
健
康
保
険
料
所

得
申
告
書
」「
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
所
得
申

告
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ
８

月
下
旬
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
所
得
が
な
か
っ

た
方
も
申
告
は
必
要
で

す
。必

ず
９
月
２５
日
�
ま

で
に
医
療
保
険
室
保
険

料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
相
談
は

お
早
め
に

医
療
保
険
室
保
険
料

課
で
は
、
土
・
日
曜
日

・
祝
日
を
除
く
９
時
か

ら
１７
時
３０
分
ま
で
、
納

付
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
納
付
の
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
収
入
・
支

出
の
状
況
な
ど
生
活
状

況
を
お
聞
き
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
納
付
相

談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

休
日
納
付
相
談

平
日
の
相
談
が
困
難

な
方
の
た
め
、
次
の
と

お
り
休
日
納
付
相
談
を

行
い
ま
す
。

保
険
料
決
定
通
知
書

（
納
付
書
）
な
ど
通
知

書
番
号
ま
た
は
被
保
険

者
番
号
の
わ
か
る
も
の

と
印
鑑
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

�時
９
月
２７
日
�
９
時

〜
１２
時

�所
市
役
所
本
庁
舎
２

階
医
療
保
険
室
保
険
料

課

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険

料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
７

�����������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

所
得
が
な
く
て
も
申
告
を

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

国
民
健
康
保
険
に
請
求

さ
れ
る
柔
道
整
復
施
術（
整

骨
院
・
接
骨
院
）
の
療
養

費
適
正
化
へ
の
取
組
み
と

し
て
、
整
骨
院
・
接
骨
院

を
受
診
し
た
被
保
険
者
に

対
し
、
文
書
に
よ
り
受
診

し
た
理
由
や
状
況
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

調
査
協
力
を
お
願
い
す

る
の
は
、
柔
道
整
復
施
術

所
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）

か
ら
多
部
位
負
傷
、
長
期

継
続
、
頻
回
傾
向
に
あ
る

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支

給
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ

た
方
で
す
。

な
お
、
回
答
内
容
を
本

調
査
の
目
的
以
外
に
利
用

国民健康保険

整骨院・接骨院での受診

調査にご協力ください

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。調

査
の
結
果
、
保
険
適

用
外
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
に
は
、
施
術
所
へ

の
事
実
確
認
の
後
、
施
術

所
へ
柔
道
整
復
施
術
療
養

費
支
給
申
請
書
の
返
戻
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�問
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

９
月
末
に
平
成
２６
年
４

月
と
５
月
の
診
療（
請
求
）

分
の
医
療
費
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
医
療

費
の
実
情
を
理
解
し
、
健

康
に
対
す
る
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
年
６

回
送
付
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
安

心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
備
え
る
助
け
合

い
の
制
度
で
す
。
日
頃
の

健
康
管
理
に
気
を
配
り
、

増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑

え
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
運

動
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
、
積
極
的
な
休
養
な

ど
、
こ
の
機
会
に
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。�問

医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

あ
な
た
の
腎
臓
は
大
丈
夫
？

定定定定定定定定定定定定定定
期期期期期期期期期期期期期期
的的的的的的的的的的的的的的
なななななななななななななな
健健健健健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診診診診診
がががががががががががががが
大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切
でででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすす
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総 合 病 院 って
どんなところ？

教えて！西嶌院長
にしじま

市
立
総
合
病
院
の
機

能
や
取
組
み
を
西
嶌
院

長
が
定
期
的
に
紹
介
し

ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を

市
立
総
合
病
院
は
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
入
院
や
手
術
が
必
要

な
２
次
救
急
の
患
者
さ

ん
に
対
す
る
医
療
を
重

点
的
に
行
っ
て
い
く
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
際
は
、
比
較

的
軽
度
で
入
院
な
ど
が

不
要
な
１
次
救
急
と
よ

ば
れ
る
患
者
さ
ん
が
全

体
の
約
９０
％
を
占
め
て

お
り
、
２
次
救
急
の
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
が
充

分
に
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

当
院
が
平
成
２５
年
度

中
に
救
急
搬
送
で
受
け

入
れ
た
件
数
は
３
４
７

０
件
、
そ
の
う
ち
入
院

を
さ
れ
た
件
数
は
８
３

３
件
で
、
７５
％
が
入
院

を
必
要
と
し
な
い
軽
症

者
で
し
た
。
救
急
車
を

呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
判

断
に
困
っ
た
場
合
な
ど

は
「
救
急
安
心
セ
ン
タ

ー
お
お
さ
か
」（
＃
７
１

１
９
ま
た
は
０
６
―

６
５

８
２
―

７
１
１
９
）を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
医

師
や
看
護
師
な
ど
が
２４

時
間
３
６
５
日
救
急
相

談
に
応
じ
ま
す
。
た
だ

し
、
緊
急
時
に
は
迷
わ

ず
１
１
９
番
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
は
、
病
気
や

け
が
、
交
通
事
故
な
ど

緊
急
に
病
院
で
診
察
や

治
療
を
受
け
な
け
れ
ば

生
命
に
危
険
が
お
よ
ぶ

重
症
傷
病
者
の
た
め
に

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
緊
急
性
が

な
い
救
急
要
請
が
増
え

る
と
重
症
傷
病
者
へ
の

対
応
が
遅
れ
、
命
の
危

機
を
招
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
緊
急
を
要
す
る

方
の
た
め
に
、
救
急
車

の
適
正
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

�問
市
立
総
合
病
院
総

務
課

０
６
（
６
７

８
１
）
５
１
０
１
、
�

０
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６
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８
１
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９
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�
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生
活
習
慣
病
を
予
防

し
、
健
康
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
１
日
３

５
０
�
の
野
菜
を
食
べ
、

朝
食
を
し
っ
か
り
摂
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
７０
�
の
野
菜
を

日
本
人
は
、
あ
と
７０

�
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で

野
菜
の
摂
取
量
が
推
奨

量
の
３
５
０
�
に
な
り

ま
す
。
ト
マ
ト
な
ら
半

分
、
野
菜
炒
め
な
ら
半

皿
分
が
７０
�
に
あ
た
り

ま
す
。

プ
ラ
ス
す
る
コ
ツ
は

夕
食
で
は
な
く
、
朝
食

や
昼
食
で
摂
る
こ
と
で

す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も

よ
く
な
り
、
理
想
的
な

食
生
活
に
な
り
ま
す
。

【
野
菜
を
プ
ラ
ス
す

る
コ
ツ
】

▽
忙
し
い
と
き
は
レ

ン
ジ
で
チ
ン
。
野
菜
そ

の
も
の
の
味
や
食
感
も

変
化
し
て
食
べ
や
す
く

な
り
ま
す

▽
ス
ー
プ

や
煮
物
に
す
る
と
、
か

さ
が
減
る
の
で
食
べ
や

す
く
な
り
ま
す

▽
外

食
で
は
単
品
で
は
な
く
、

定
食
を
選
ぶ

▽
時
間

が
な
い
と
き
は
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
も
活
用
す
る

毎毎
週週
のの
習習
慣慣
がが
大大
事事

朝朝
食食
をを
食食
べべ
よよ
うう

朝
食
は
「
こ
れ
か
ら

す
る
こ
と
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
な
り
ま
す
。
い

い
１
日
を
過
ご
す
た
め

に
朝
食
を
食
べ
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
朝
食
を
食
べ
る
コ

ツ
】▽

い
つ
も
よ
り
１０
分

早
起
き
す
る

▽
お
に

ぎ
り
は
ち
ょ
っ
と
し
た

時
間
が
あ
れ
ば
食
べ
ら

れ
、
手
作
り
だ
と
具
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

経
済
的
で
す

▽
牛
乳
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
、ゆ
で
卵
、

フ
ル
ー
ツ
、
コ
ー
ン
フ

レ
ー
ク
、
パ
ン
な
ど
、

手
間
が
か
か
ら
な
い
も

の
か
ら
始
め
る

食食
育育
のの
つつ
どど
いい

伝伝
統統
食食
をを
伝伝
ええ
るる
のの
はは

今今
・・
でで
・・
しし
ょょ
��

自
分
自
身
の
食
生
活

を
見
直
す
機
会
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�時
１０
月
７
日
�
１０
時

３０
分
〜
１４
時

※
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に

開
始
時
間
が
異
な
り
ま

す
。
試
食
コ
ー
ナ
ー
は

１１
時
３０
分
〜
１３
時
。

�所
く
す
の
き
プ
ラ
ザ

（
若
江
岩
田
駅
前
）

�定
試
食
は
２
０
０
人

（
当
日
先
着
順
）

�内
▽
試
食
コ
ー
ナ
ー

�
大
根
め
し
、
小
松
菜

と
リ
ン
ゴ
の
黒
ゴ
マ
和

え
、
い
も
き
ん
と
ん

▽
体
験
コ
ー
ナ
ー
�
薄

味
に
慣
れ
よ
う
、
野
菜

の
啓
発
、食
育
ゲ
ー
ム

▽
運
動
コ
ー
ナ
ー
�
体

力
測
定
、
血
管
脈
波
測

定
、
体
組
成
測
定
、
河

内
音
頭
な
ど

◇

◇

�問
健
康
づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８

０
２
、
�
０
７
２
（
９

６
０
）
３
８
０
９

健
康
寿
命
と
は
、
一
生

の
う
ち
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
元
気

に
生
活
で
き
る
期
間
を
い

い
ま
す
。
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
が
不
健
康
な

期
間
で
、
そ
の
差
が
男
性

で
は
約
９
年
、
女
性
で
は

約
１２
年
も
あ
り
、そ
の
間
、

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
た

り
、何
ら
か
の
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
不
健
康
な
期
間
が
、

大
阪
府
の
男
女
は
全
国
平

均
と
比
べ
て
長
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
と
な
る
原

因
は
、
脳
血
管
疾
患
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

が
３
割
を
占
め
、
認
知
症

や
加
齢
に
伴
う
衰
弱
、
関

節
疾
患
や
骨
折
で
５
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
、
生
活
習
慣
病
や

足
腰
の
筋
力
の
低
下
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

【
毎
日
１０
分
の
運
動
を

し
よ
う
】

好
き
な
音
楽
を
聴
い
て

い
れ
ば
時
間
が
た
つ
の
も

あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
ポ

ッ
プ
ス
３
曲
分
（
１０
分
程

度
）
歩
く
と
、
約
１
０
０

０
歩
に
な
り
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
７０
�
の
野
菜

を
食
べ
よ
う
】

厚
生
労
働
省
の
推
奨
す

る
１
日
の
野
菜
摂
取
量
は

３
５
０
�
で
す
。
日
本
人

は
毎
日
約
２
８
０
�
の
野

菜
を
食
べ
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
と
７０
�
の
摂
取
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

【
禁
煙
を
し
よ
う
】

た
ば
こ
に
は
多
く
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
は
体
内
に
蓄

積
さ
れ
、肌
や
体
内
年
齢
、

若
々
し
さ
に
悪
影
響
を
お

よ
ぼ
し
ま
す
。
今
か
ら
で

も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
禁
煙
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
特
定
健
診
と
が
ん
検

診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
】

健
康
診
断
を
受
け
た
の

は
も
う
４
、
５
年
前
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年
齢
を
重
ね
る
と
体
は
変

化
し
て
い
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

定
期
的
に
受
診
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
国
保
の

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
医

療
保
険
室
保
険
管
理
課
、

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
健

康
づ
く
り
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�問
▽
健
康
づ
く
り
課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
２
、�
０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
９

▽
特
定
健
診

に
つ
い
て
�
医
療
保
険
室

保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）３
０
５
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

９月は食生活改善普及運動月間

野
菜
を
１
日
３
５
０
�
食
べ
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

「私たちの健康は私たち
の手で」をスローガンに、
調理実習などを通じて食
育や伝統料理を広める「ヘ
ルスメイト」（市民ボラン
ティア、現在１４０人）が市
内各地で活躍しています

延延ばばそそうう����健健康康寿寿命命��
健康的な生活習慣を

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２６年９月１５日



肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１０月１日�９時２０分～１０時
３０分、１４日�１３時～１４時１０分�中保
健センター �３日�９時３０分から
・１０時１５分から、８日�１３時１５分か
ら・１４時から�東保健センター �
７日�９時１０分から・１０時から�西
保健センター �対�肺がん検診�市
内在住の４０歳以上の方 �結核検診
�市内在住の６５歳以上の方 �定各日
４０人（申込先着順） �申電話または
直接

�申�問東・中・西保健センター

高齢者が対象
インフルエンザ予防接種

１０月１日から高齢者のインフルエ

ンザ予防接種を市内の接種取扱医療

機関で実施します。

予約が必要な医療機関もあります

ので、事前に確認してください。接

種取扱医療機関は市ウェブサイトを

ご覧いただくか、お問合せください。

�時１０月１日～来年１月３１日 �対６５歳
以上の方、６０歳から６４歳までで心臓

・腎臓・呼吸器などに日常生活が極

度に制限される程度の障害（身体障害

者手帳１級程度）がある方 �料１，０００
円 ※生活保護受給者は福祉事務所

が発行する確認書を持参すると無料。

�持健康保険証など年齢を確認できる
もの

�問�健康づくり課 �東・中・西
保健センター

やまぶみ会会員を募集

月３回、水曜日に生駒山系を中心

にウォーキングを行います。 �時９
月１７日�１０時～１２時３０分 �対市内在
住の５０歳以上の方 �料１，１００円（６か
月分） �申開催日に料金を持って直接
�申�問西保健センター

マタニティ歯科健康相談

�時�所�１０月３日��西保健センタ
ー �２３日��東保健センター ※

時間は申込時に伝えます。 �対妊娠
２０週以降の妊婦 �定各１５人（申込先
着順） �持母子健康手帳 �申各実施
日の前日までに電話で

�申�問東・中・西保健センター

家族でマタニティ教室

�時１０月１７日�１３時３０分～１６時 �対
市内在住の妊婦とそのパートナー・

祖父母など �定１２組（申込先着順）
�内家族による赤ちゃんのお風呂体験、
赤ちゃんとの生活 �持母子健康手帳
�申１０月１６日�までに電話で
�所�申�問西保健センター

マタニティクッキング

�時�所�１０月８日��東保健センタ
ー �２８日��中保健センター ☆

いずれも１３時３０分～１６時 �対妊娠２０
週以降の妊婦 �内マタニティ期の栄
養、料理テクニック �持母子健康手
帳 �申各開催日の前日までに電話で
�申�問東・中保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�１０月１日��東保健セン
ター／赤ちゃんとの絆編 �１０日�
�西保健センター／お産編 �２１日
��中保健センター／お産編 ☆い

ずれも１３時３０分～１６時 �対妊娠２０週
以降の妊婦 �持母子健康手帳 �申各
開催日の前日までに電話で

�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�１０月８日�９時４５分～１３
時�中保健センター／クッキング～
簡単ランチメニュー ※材料費が必

要。 �１７日�１０時～１１時�東保健
センター／冬物リサイクル、体を動

かそう �２２日�９時４５分～１１時３０
分�西保健センター／子どもといっ
しょに手作りおもちゃ �対市内在住
のふたご、みつごを妊娠・出産して

いる方とその子ども �申各開催日の
前日までに電話で

�申�問東・中・西保健センター

井戸の適正管理を

家庭用の井戸は、浅いものが多い

ため汚染を受けやすく、消毒もされ

ていないため、安全とは限りません。

井戸水を飲用している家庭では、次

のことに気をつけましょう。 �生水
の飲用を避け、煮沸してから飲む

�井戸や周辺に人や動物が入らない
ようにする �毎日、色・濁り・に
おい・味などを確認する �年１回
以上は水質検査（有料）を受ける

�水質に異常がある場合は相談する
�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�

０７２（９６０）３８０７

２歳児歯科健康相談

�時�所�１０月１６日��西保健センタ
ー �２０日��東保健センター �
２８日��中保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住の
平成２４年１０月生まれの幼児 �定各３０
人（申込先着順） �持母子健康手帳
�申各実施日の前日までに電話で
�申�問東・中・西保健センター

犬・猫の譲渡会
飼いたい方をお待ちしています

動物指導センターでは、譲渡適性

のある犬や猫を飼いたい方へ譲渡し

ています。ぜひお申込みください。

�時１０月５日�１０時～１３時 �対次のす
べてに該当する方 �営利や他人へ
の譲渡を目的としない �家族全員
の賛同を得ており愛情と責任をもっ

て適正に終生飼養ができる �動物
の飼養が認められている住宅に住ん

でいる �現在犬・猫を飼養してい
ない（飼養している場合は面談などに

より認める場合あり） �申請書に
ある誓約内容に同意・誓約できる

�持住所・氏名が確認できる運転免許
証など公的機関発行の証明書、集合

住宅もしくは賃貸住宅に居住の場合

は動物の飼養を認めることを証明す

る書類 ※自宅の調査などが必要と

なるため、犬・猫の引渡しは後日に

なります。ただし、事前に申請手続

きが完了している方は当日の引渡し

ができます。なお、当日は犬・猫を

譲りたい方の申請受付はありません。

�所�申�問動物指導センター（水走３―
１２―３２）０７２（９６３）６２１１、�０７２（９６３）
１６４４

楽しい行楽シーズンがやってき

ました。この季節は、真夏に比べ

て気温は低くなりますが、食中毒

菌にとってはまだまだ適温です。

また、夏の暑さで体力や抵抗力が

落ちているため、食中毒が発生し

やすくなっています。

運動会やバーベキュー、ハイキ

ングなど屋外で食事をするときは、

次のことに注意してください。

【弁当】
�当日に作り、充分冷ましてか
ら弁当箱に詰める �車内など高
温になる場所に放置しない

【屋外での調理】
�食材はクーラーボックスなど
で低温保管する �生肉などは中
まで火を通し、箸は調理用と食事

用に分ける

【その他】
�調理前や食事前には手を洗う
�調理後はなるべく早く食べ、食
べ残しを持ち帰って食べない �
わき水はそのまま飲まない

毒キノコ「カエンタケ」にご注意を�

生駒山系で毒キノコ（カエンタ

ケ・写真）の発生が確認されてい

ます。このキノコを誤食すると重

篤な症状を引き起こします。また、

食べなくても、手で触れるだけで

皮膚炎を引き起こすため注意が必

要です。見知らぬキノコにはむや

みに触れないようにしましょう。

くわしくは市ウェブサイトをご覧

ください。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、

�０７２（９６０）３８０７
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風しんは妊娠中、特に妊娠初期

の女性が感染すると、生まれてく

る子どもが心疾患、白内障、聴力

障害など「先天性風しん症候群」

になる可能性が高くなります。風

しんの予防には、ワクチンの接種

が有効です。

そこで、保健所健康づくり課で

は充分な免疫があるかどうかを調

べる風しん抗体検査を夜間に実施

します（無料）。予防接種の前に、

対象者の条件などを確認のうえ検

査を受けてください。

�時１０月２日�１８時～１９時３０分
�対本市に住民登録があり、次のい
ずれかに該当する方 �妊娠を希
望する昭和４０年４月２日～平成８

年４月１日生まれの女性（妊娠中

の方を除く） �上記�の配偶者
またはパートナーで、平成８年４

月１日以前生まれの男性 �風し

んの抗体価が低い妊娠中の女性の

配偶者またはパートナーで、平成

８年４月１日以前生まれの男性

※ただし、過去に風しん抗体検査

を受けたことがある方、風しんの

予防接種を受けたことがある方、

風しんにかかったことが明らかな

方を除く。�のうち過去に妊娠経
験があり、妊婦健診の受診歴があ

る方およびその配偶者またはパー

トナーは対象外。「パートナー」と

は、事実上婚姻関係と同様の事情

にある同居の方をいいます。「風し

んの抗体価が低い」とは、抗体検

査の結果がＨＩ法で１６倍以下、Ｅ

ＩＡ法で８．０未満のことをいいま

す。 �定５０人（申込先着順） �持
年齢・住所が確認できるもの、�
の対象者については抗体価が低い

ことがわかるもの �申電話で
�所�申�問保健所健康づくり課
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夜間風しん抗体検査を実施
予防接種の前に確かめましょう

食中毒にご注意を
秋の行楽シーズンが到来

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２６年９月１５日
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東
大
阪
市
と
大
阪
府
、

近
鉄
と
の
間
で
進
め
て
き

た
「
近
鉄
奈
良
線
連
続
立

体
交
差
事
業
（
八
戸
ノ
里

〜
瓢
�
山
間
）」の
大
阪
難

波
方
面
行
き
（
上
り
線
）

の
高
架
化
工
事
が
今
年
９

月
に
完
成
し
、
９
月
２１
日

�
の
始
発
電
車
か
ら
高
架

上
で
の
運
行
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

９
月
２０
日
�
は
、
大
阪

難
波
方
面
行
き
最
終
電
車

の
通
過
後
に
瓢
�
山
駅
〜

東
花
園
駅
間
と
若
江
岩
田

駅
〜
八
戸
ノ
里
駅
間
に
お

い
て
高
架
へ
の
切
替
工
事

を
行
い
、９
月
２１
日
に
は
、

４
時
１５
分
か
ら
東
花
園
駅

に
お
い
て
、
高
架
線
の
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

長
年
の
夢

東
大
阪
地
域
の
発
展
へ

近
鉄
奈
良
線
の
高
架
化

へ
向
け
た
動
き
は
、
東
大

阪
市
合
併
前
の
昭
和
３９
年

ま
で
遡
り
ま
す
。

近
鉄
奈
良
線
は
、
大
阪

上
本
町
と
奈
良
と
を
結
ぶ

公
共
交
通
機
関
と
し
て
、

大
正
３
年
に
開
業
し
ま
し

た
。
開
業
後
は
、
東
大
阪

市
民
の
重
要
な
交
通
機
関

の
一
つ
と
し
て
、
本
市
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
は
平
面

軌
道
で
市
街
地
を
通
過
し

て
お
り
、
踏
切
ま
た
は
そ

の
周
辺
に
お
い
て
、
常
に

交
通
渋
滞
を
生
み
、
交
通

事
故
な
ど
の
危
険
性
も
危

惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
３９
年
に

八
尾
市
と
柏
原
市
、
大
東

市
そ
し
て
布
施
市
・
河
内

市
・
枚
岡
市
（
昭
和
４２
年

に
合
併
し
東
大
阪
市
）が
、

都
市
交
通
の
機
動
性
の
確

保
や
市
民
の
日
常
生
活
の

安
全
確
保
な
ど
、
東
大
阪

地
域
全
域
の
発
展
に
は
近

鉄
線
の
高
架
化
が
不
可
欠

で
あ
る
と
し
て
、「
東
大
阪

近
鉄
線
高
架
促
進
期
成
同

盟
会
」
を
結
成
。
近
鉄
奈

良
線
は
大
阪
市
域
か
ら
瓢

�
山
駅
ま
で
の
７
・
６
�

の
間
、
近
鉄
大
阪
線
は
大

阪
市
域
か
ら
国
分
駅
ま
で

の
１６
�
の
間
の
高
架
化
を
、

国
や
府
、
近
鉄
へ
働
き
か

け
る
な
ど
、
高
架
化
実
現

に
向
け
た
運
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、市
民
に
よ
る「
東

大
阪
近
鉄
線
高
架
促
進
協

力
会
」
も
結
成
さ
れ
、
協

力
会
を
中
心
に
行
わ
れ
た

署
名
運
動
で
は
、
３９
万
人

を
超
え
る
署
名
が
集
ま
り
、

市
民
の
高
架
化
へ
の
願
い

の
大
き
さ
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同

盟
会
に
参
加
す
る
各
市
の

市
議
会
に
お
い
て
「
東
大

阪
近
鉄
線
高
架
促
進
要
望

決
議
」
が
採
択
さ
れ
る
な

ど
、
高
架
化
へ
向
け
た
機

昭
和
４６
年
に
事
業
着
手

近
鉄
布
施
駅
周
辺

布
施
〜
俊
徳
道
駅
間

布
施
〜
河
内
小
阪
駅
間

大
阪
線
と
奈
良
線
が
交

わ
る
布
施
駅
は
、
通
勤
・

通
学
に
不
可
欠
な
交
通
機

関
と
し
て
、沿
線
に
住
む
た

く
さ
ん
の
市
民
に
利
用
さ

れ
て
い
た
反
面
、踏
切
で
の

危
険
と
線
路
に
よ
る
地
域

の
分
断
と
い
う
不
便
さ
を

市
民
に
強
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
大
阪

線
の
布
施
〜
俊
徳
道
駅
間

の
２
・
４
�
と
奈
良
線
の

布
施
〜
河
内
小
阪
駅
間
の

２
・
８
�
を
高
架
化
す
る

「
近
鉄
布
施
駅
周
辺
連
続

立
体
交
差
化
事
業
」
が
、

昭
和
４６
年
着
手
さ
れ
、
昭

和
５２
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
万
国
博

覧
会
関
連
工
事
と
し
て
す

で
に
完
成
し
て
い
た
八
戸

ノ
里
駅
付
近
か
ら
中
央
環

状
線
ま
で
の
高
架
と
連
続

す
る
こ
と
に
な
り
、
中
央

環
状
線
以
西
の
高
架
化
が

完
了
し
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
事
業
着
手

近
鉄
奈
良
線

八
戸
ノ
里
〜
瓢
�
山
間

さ
ら
に
、
中
央
環
状
線

の
以
東
か
ら
外
環
状
線
ま

で
の
近
鉄
若
江
岩
田
駅
、

河
内
花
園
駅
、
東
花
園
駅

の
高
架
化
事
業
を
平
成
５

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

１５
年
か
ら
工
事
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
区
間
は
、
踏
切
が

９
か
所
あ
り
、
鉄
道
開
通

以
来
、
交
通
渋
滞
と
踏
切

事
故
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

地
域
で
す
。
こ
の
た
め
、

市
と
大
阪
府
そ
し
て
近
鉄

が
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決

や
分
断
さ
れ
て
い
た
地
域

の
一
体
化
を
図
る
た
め
、

３
・
３
�
の
高
架
化
に
着

手
し
、
こ
の
た
び
完
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

折
し
も
、
今
年
は
近
鉄

奈
良
線
が
大
正
３
年
に
開

業
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１

０
０
年
目
の
節
目
の
年
に

も
あ
た
り
ま
す
。

昭
和
３９
年
に
た
く
さ
ん

の
市
民
の
想
い
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
近
鉄
奈
良
線
の

高
架
化
は
、
５０
年
の
歳
月

を
経
て
完
成
に
至
り
ま
し

た
。
開
業
以
来
、
市
民
の

重
要
な
交
通
機
関
と
し
て
、

大
い
に
市
の
発
展
に
も
貢

献
し
て
き
た
近
鉄
奈
良
線

が
高
架
化
に
よ
り
、
さ
ら

に
市
民
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
快
適
な
生
活
を
助

け
て
く
れ
ま
す
。

◇

◇

�問
連
続
立
体
交
差
推
進

室

０
６
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４
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０
９
）
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２
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６
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０
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４
３

０
９
）
３
８
３
１
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花園駅周辺の踏切（昭和４３年） 東花園駅西側の風景（昭和４３年） 若江岩田駅前で行われた近鉄高架化促進の署
名運動（昭和３９年）

布施駅南口（昭和４１年） 近鉄大阪線柳通りの踏切（昭和３９年）

便利になりますね�
通学や外出時などに東花園駅西側の踏切
を利用している府立花園高校２年生の楠侑
真さん（左）と吉田賢大さん（右）は、「長い時
には、２分～３分くらい待ったこともあり
ます。踏切の中も狭くて自転車同士がぶつ
かりそうになることもよくありました。高
架化されて踏切がなくなると便利になりま
すね」とうれしそうに話していました。

子育て中の人にもやさしいですね
河内花園駅の西側に位置する市立岩田保
育所に子どもを預けるため毎日踏切を利用
している梅本路代さんは、「子どもが乗って
いるベビーカーの車輪が線路のすき間に落
ちたり、踏切で足止めされたりすることが
あり、不便を感じていました。高架化され
て踏切がなくなるととてもうれしいですね」
と笑顔で話していました。

駅前整備にも期待
若江岩田商店街連合会の北澤壮夫会長は、
「踏切がなくなると南北に分断されていた
商店街がつながり、お客さんの移動もスム
ーズになって商店街にもいい影響が出ると
思います。１０月末には関連のイベントを予
定していますので、ぜひ多くの方にお越し
いただきたいですね。今後の駅前整備にも
大きな期待をしています」と商店街の活性
化へ期待を寄せていました。

喜びの声

運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

高
架
化
実
現
へ
向
け
、

同
盟
会
で
は
連
日
協
議
が

行
わ
れ
、
全
線
を
一
挙
に

高
架
化
す
る
こ
と
は
困
難

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で

ま
ず
第
一
目
標
と
し
て
昭

和
４５
年
に
大
阪
で
行
わ
れ

る
万
国
博
覧
会
の
た
め
造

成
中
の
中
央
環
状
線
お
よ

び
外
環
状
線
と
近
鉄
線
の

立
体
交
差
計
画
を
進
め
る

こ
と
を
決
定
。
そ
の
後
、

残
っ
た
区
間
に
つ
い
て
は
、

段
階
的
に
高
架
化
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
し
て
、
今
後
の
方

針
を
固
め
ま
し
た
。

石切石切

額田額田

枚岡枚岡

瓢簞山瓢簞山東花園東花園

河内花園河内花園

若江岩田若江岩田

八戸ノ里八戸ノ里

河内小阪河内小阪

河内永和河内永和布施布施今里今里

俊徳道俊徳道

長瀬長瀬

弥刀弥刀

大
阪
外
環
状
線

大
阪
外
環
状
線

大
阪
中
央
環
状
線

大
阪
中
央
環
状
線

近鉄奈良線近鉄奈良線

昭和46年事業着手
昭和52年完成 昭和44年完成

昭和42年完成

平成５年事業着手
平成26年高架へ切替え

近
鉄
大
阪
線

近
鉄
大
阪
線

東東
大大
阪阪
市市
とと
大大
阪阪
府府
、、
近近
畿畿
日日
本本
鉄鉄
道道
��

がが
行行
っっ
てて
きき
たた
近近
鉄鉄
奈奈
良良
線線
連連
続続
立立
体体
交交
差差

事事
業業
のの
高高
架架
化化
工工
事事
がが
ここ
のの
たた
びび
完完
成成
しし
、、

９９
月月
２２１１
日日
��
かか
らら
高高
架架
上上
でで
のの
運運
行行
をを
スス
タタ

ーー
トト
しし
まま
すす
。。

ここ
れれ
にに
よよ
りり
、、
東東
大大
阪阪
市市
内内
をを
横横
断断
すす
るる

近近
鉄鉄
奈奈
良良
線線
のの
布布
施施
駅駅
かか
らら
東東
花花
園園
駅駅
まま
でで

のの
７７
駅駅
がが
高高
架架
上上
でで
のの
運運
行行
とと
なな
りり
、、
近近
くく

踏踏
切切
なな
どど
もも
撤撤
去去
ささ
れれ
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。

近
鉄
奈
良
線
連
続
立
体
交
差
事
業
（
布
施
駅
〜
東
花
園
駅
間
）
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このほど高架化が完成した若江岩田駅、
河内花園駅、東花園駅（右から）

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２６年９月１５日平成２６年９月１５日 （６）（７）



弁護士による法律相談
【本庁市民相談室】１週間前から
電話で予約受付。月・水・金曜１３時

～１６時３０分、第２火曜１７時～２０時

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンタ
ー】１週間前から電話で予約受付。
いずれも１３時～１６時 ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１（本庁市民相
談室） �日下�奇数月の第２火曜�
四条�第２・４木曜�中鴻池�偶数
月の第４火曜�若江岩田駅前�第１
・３木曜�楠根�偶数月の第２火曜
�布施駅前�第１・３火曜�近江堂
�奇数月の第４火曜
福祉なんでも相談
【市民プラザ】コミュニティソー
シャルワーカーが相談に応じます。

いずれも１３時３０分～１６時で予約不要

０６（４３０９）３１８１、�０６（４３０９）３８１５
（福祉企画課） �日下�第３水曜日
�四条�第１火曜日�中鴻池�第１
金曜日�若江岩田駅前�第１月曜日
�楠根�第３木曜日�布施駅前�第
１水曜日�近江堂�第１木曜日
交通事故相談
【交通対策室】月・火・水・金曜９
時～１６時で予約制 ０６（４３０９）３２２３、

�０６（４３０９）３８３６

司法書士による相談
【本庁市民相談室】第３木曜１４時
～１５時３０分（当日先着８人） ０６

（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
行政書士による相談
【本庁市民相談室】相続、遺言の作
成など。第１火曜１３時～１６時で予約

不要 ０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜９
時３０分～１６時（来所相談は予約制）

０７２（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５
人権法律相談
いずれも１３時～１６時で予約制 �
第２火曜（荒本人権文化センター）�
０６（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６
�第４火曜（長瀬人権文化センター）
�０６（６７２０）１７０１、�０６（６７２９）９１７１
女性のための相談
【イコーラム】予約と電話相談は
月曜が祝日の場合は実施し、翌火曜

が休館 �電話相談�火～日曜１０時
～１７時 ０７２（９６０）９２０６、�０７２（９６０）
９２０８ �面接相談（予約制）�火・木
・土曜（５週目を除く）１０時～１２時・

１３時～１６時（第４火曜は１８時～２０時

も。休館の場合第３火曜）０７２（９６０）

９２０５、�０７２（９６０）９２０８ �労働相談
（予約制）�第２土曜１３時３０分～１６時
２０分 ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８
�法律相談（予約制）�原則第１水
曜１３時～１６時 ０７２（９６０）９２０５、�０７２
（９６０）９２０８

男性のための電話相談
第１土曜１３時～１７時、第３水曜１９

時～２１時 ０７２（９６６）５００２

教育・子育て相談など
【教育センター】月～金曜、土曜
（月２回。要問合せ）９時～１７時３０

分で予約制 ０６（６７２７）０１１３、�０６
（６７２９）８２６１

【子どもの悩み相談（保護者・市
民専用）】月～土曜９時～２１時（土曜
は１７時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専
用）】月～土曜９時～２１時（土曜は１７
時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】月～金曜１０
時～１６時 ０６（６７２１）９１７４、�０６（６７２１）
９８７４ ※メールでの相談も可。くわ

しくは青少年補導センターホームペ

ージをご覧ください。

【子育て相談ダイヤル】２４時間
３６５日対応 ０７２（９６１）０１７８

【子育て支援センター】�来所相
談（予約制）�月曜（鴻池、ももっこ）、
水曜（あさひっこ）、木曜（長瀬、荒本）

９時３０分～１６時 �電話相談�月～
土曜９時～１７時３０分 ０６（６７４８）８２５１、

�０６（６７４３）０５７７（鴻池）・０７２（９８０）
８８７１、�０７２（９８５）１０５５（あさひっこ、
月曜日は休館）・０６（６７２８）１８００、�０６
（６７２８）２４１３（長瀬）・０６（６７８８）１０５５、

�０６（６７８８）２５９７（荒本）・０６（４３０６）
４１５１、�０６（４３０６）３０８０（ももっこ）
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介や
斡旋は行いません。いずれも月～金

曜９時～１６時 �永和�０６（６７８８）
４５８０、�０６（６７８８）４５５５�意岐部�０６
（６７８４）５８１１、�０６（６７８４）５８２２�長
瀬�０６（６７２７）１９２０、�０６（６７２７）１９２５

若者の自立・就労相談
【イコーラム】若者の就職や自立

あっせん

のための相談。職業紹介や斡旋は行

いません。第２金曜１３時～１７時 ０６

（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８（東
大阪若者サポートステーション）

若者の自立支援
【本庁市民相談室】ひきこもりな
どの状態にある若者の自立のための

相談。第４木曜１４時～１７時 ０６（６７２７）

０５３５（子ども・若者自立支援センタ

ー「くるみ東大阪」）

パート・労働問題の相談
職業紹介や斡旋は行いません。�
月～金曜９時～１６時（労働雇用政策

室）�０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）
３８４６�月・水・金・土・日曜９時～
１７時※土・日曜は月・水・金曜に要

予約（ユトリート東大阪）�０６（６７２１）
６０００、�０６（６７２１）１２１２
医療相談
【地域健康企画課】医療機関利用
のための相談。月～金曜１０時～１６時

０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院患者家族相談室】
健康上の不安や悩みなどの相談。８

時３０分～１６時で予約制 ０６（６７８１）

５１０１、�０６（６７８１）２２７１
【救急安心センターおおさか】病
気やケガで救急車を呼ぶかどうか迷

ったら。２４時間３６５日対応 ＃７１１９ま

たは０６（６５８２）７１１９
そう だん

よみかき相談
げつ きん よう じ じ ぷん

月～金曜９時～１７時３０分 ０６
ファクス

（４３０９）３２７９、 �０６（４３０９）３８３５
しゃかいきょういく か

（社会教育課）
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１０月から３月まで次の教室を開催

します。新たに始めてみませんか。

【自主訓練】
理学療法士のアドバイスのもと、

リハビリに取り組みます。 �時�月
曜日（第５を除く）１３時３０分～１５時３０

分 �第１・３土曜日９時３０分～１１
時３０分 �定各１０人 ※見学と医師の

意見書が必要。

【すこやかヨガ】
�時第１・３火曜日１４時３０分～１６時
�定２０人
【３Ｂ体操】
�時第２火曜日１３時３０分～１４時３０分
�定２０人 �料１回５０円
【フィットネス体操】
�時第１・３水曜日１８時～１９時 �定

１５人

【みんなでフィットネス】
�時第１・３土曜日１３時～１４時 �定

１５人

【書道】
�時第２・４金曜日１０時～１１時３０分
�定２０人 �料１００円 �持筆、文鎮、下敷
き

【手芸】
�時第２・４金曜日１３時３０分～１６時
�定１０人 �料１作品２，０００円程度 �持
ハサミ、竹串

【卓球】
�時第２・４水曜日１８時～１９時３０分
�定１５人
【コーラス】
�時第４木曜日１３時３０分～１４時３０分
�定２０人
【絵手紙】
�時第１・３金曜日１４時～１５時３０分
�定１０人 �料２００円
【色鉛筆】
�時第１・３金曜日１８時～１９時３０分
�定１５人
【ししゅう】
�時第１・３火曜日１０時～１２時 �定

１０人 �料１，０００円程度 �持針、ハサミ
【レクリエーション・ボッチャ】
�時第１・３土曜日１４時３０分～１６時
�定１５人
【障害者スポーツ体験】
�時１０月５日�１４時～１５時３０分 �定

３０人

◇ ◇

※いずれも抽選。 �対市内在住の
障害者 �申基本事項（９面に掲載）と
希望曜日（自主訓練のみ）を９月２４日

�までに電話で（ファクス、直接も可）
�所�申�問総合福祉センター内高井田
障害者センター ０６（６７８９）０１３１、�
０６（６７８９）２８７０

その他のつづき

９月２７日は土曜開庁日
市役所本庁舎の一部窓口業務

第４土曜日に市役所本庁舎の一部

窓口業務の開設を実施しています。

手続きの際には、運転免許証やパス

ポートなど本人確認ができる書類を

お持ちください。

他市町村や警察署への確認などが

必要な場合は、取扱いができないこ

とや手続きが完了しないことがあり

ますので、担当課へお問合せくださ

い。

なお、土曜開庁時にも、英語、韓

国・朝鮮語、中国語での通訳業務を

行っています。

�時９月２７日�９時～１２時 �所市役
所本庁舎２階・３階

取扱業務は次のとおりです。

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、印鑑登録な

どの届出や住民票、印鑑証明などの

各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医療
保険関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療

養費の給付申請、保険料の納付・相

談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４ �
医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
子どもや障害者などの医療費助成

にかかる医療証の申請および療養費

の申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、�
０６（４３０９）３８０５

【児童手当などの関係】
児童手当や児童扶養手当などの申

請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

【市税関係】
各種証明書発行や納付・相談・申

告受付・申請受付・閲覧・届出、原

動機付自転車および小型特殊自動車

の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６
（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６（４３０９）

３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �固定資産
税課 ０６（４３０９）３１４３～３１４４、�０６
（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～３１５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

�問政策調整室 ０６（４３０９）３０１６、�
０６（４３０９）３８４７
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定定 例例 相相 談談
※いずれも無料。休日と祝
日は行いません（子育て
相談ダイヤルを除く）。

障障害害者者ののたためめのの文文化化・・ススポポーーツツ教教室室
いいっっししょょにに楽楽ししみみまませせんんかか

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）平成２６年９月１５日



ラグビーを通じて恋活しませんか

�時１０月１１日� ☆市民会館前に９

時１５分集合、１７時３０分解散 �対２０歳
～４０歳で独身の同性の友人２人１組

�定男女各２０人（申込先着順） �内発掘
ふれあい館―石切参道散策―近鉄花園

ラグビー場 ※実費約１，０００円が現地

で必要（バス代は無料）。 �申２人の基
本事項（右下に掲載）を９月１５日�～
３０日�にファクスまたはＥメールで
�申�問めっけもん もうけもん まい
ど�東大阪（物産観光まちづくりセ
ンター） ０７２（９８１）０１１１、�０７２
（９４０）６６７９、�info@maido�higa
shiosaka.jp

�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６
（４３０９）３８４６

夢広場～ヤングフェスタ

�時１０月５日�１３時～１６時 �定１７０人
（当日先着順） �内樟蔭中学校・高校
によるダンス、キッズダンス・バレ

エ、大阪商業大学ギタークラブによ

る演奏、岡本愛美さんによる歌など

�所�問夢広場（布施駅前）０６（６７８４）
２０１４（�兼用）

いこう�らむシネマ

がんで倒れた母と娘の関係を中心

に、家族のあり方、夫婦の絆、女性

の生き方を描いた「母の眠り」を鑑

賞します。 �時１０月２日�１０時～１２
時３０分・１４時～１６時３０分 �対市内在
住・在勤・在学（いずれか）の方

�定各４０人（当日先着順） ※１歳６

か月～就学前幼児の保育あり（定員

１０人で申込先着順。１人３００円。９月

２５日�までに要予約）。
�所�問イコーラム（男女共同参画セ
ンター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２
（９６０）９２０７

女性のための法律・労働相談

女性をとりまく法律に関する相談

に女性弁護士が、解雇やセクハラ、

パワハラなどに関する相談に女性社

会保険労務士が応じます。 �時�定�
法律相談�１０月１日�・１１月５日�
・１４日	・１９日�・１２月３日�１３時
～１６時／各６人（１人３０分） �労働
相談�１０月１１日�・１１月８日�・１２
月１３日�１３時３０分～１６時２０分／各３
人（１人５０分。電話相談可） ※いず

れも申込先着順。 �対市内在住・在
勤・在学（いずれか）の女性 ※１歳

６か月～就学前幼児の保育あり（１人

２００円。各実施日の１週間前までに要

予約）。 �申火曜日～日曜日１０時～１７
時に電話で（法律相談は２週間前から

受付、労働相談は随時受付） ※１０月

１４日�、１１月４日�、２５日�は休館。
�所�申�問イコーラム（男女共同参画
センター） ０７２（９６０）９２０５、�０７２
（９６０）９２０８

男性のための電話相談

仕事や家

庭などに関

するさまざ

まな男性の

悩みに男性相談員が応じます。 �時
１０月４日�・１１月１日�・１２月６日
�１３時～１７時、１０月１５日�・１１月１９
日�・１２月１７日�１９時～２１時 �対市
内在住・在勤・在学（いずれか）の

男性 相談電話 ０７２（９６６）５００２

�問イコーラム（男女共同参画セン
ター） ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）
９２０８

高齢者福祉専門分科会傍聴者

�時１０月６日
１４時から �所市役所
本庁舎１８階大会議室 �定５人（抽選）
�申基本事項（下に掲載）を９月２９日

（必着）までにハガキで（ファク
ス、Ｅメールも可） ※当選者にの

み連絡します。

�申�問〒５７７―８５２１市役所高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８、�ko
reikaigo@city.higashiosaka.lg.jp

市民バレーボール大会抽選会

大会は１０月１２日�に東体育館で開
催します。 �時９月２６日	１９時１５分
から（受付は１９時から） �所市民会館
第４会議室 �対市内在住・在勤（い
ずれか）の男性（高校生以下の方を除

く） �料１チーム（９人制）３，０００円
�問�市バレーボール協会「松澤」

０７２（９６３）６０２１ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

１０月１３日�に、市民スポーツ祭典
を開催します。陸上競技大会をは

じめ、リズム体操やソフトテニス、

体力・運動能力テストなどを各会

場に分かれて行います（表参照）。

なお、ケガなどの事故に関して

は、応急処置は行いますが以後の

責任は負いません。

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５
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※事前申込みが必要。くわしくは市政だより９月１日号をご覧ください。

運動ができる服で、体育館シュー
ズを持って、直接会場へ（受付は
１５時まで）。

東大阪アリーナ
小アリーナ・武道
場

１３時～

１５時３０分

体力・運動能
力テスト

運動ができる服で、バドミントン
ラケット、シャトルコック、体育
館シューズを持って、直接会場へ。

東大阪アリーナ
大アリーナ

１３時～

１６時
バドミントン

運動ができる服で、ソフトテニス
ラケット、テニスシューズを持っ
て、直接会場へ（雨天中止）。

三ノ瀬公園庭球場
１０時～

１６時
ソフトテニス

運動ができる服で、体育館シュー
ズを持って、直接会場へ。

東体育館
１０時３０分
～１２時

リズム体操

申込みをした方は、運動ができる
服で、直接会場へ。

吉田春日グラウン
ド

９時～

１２時

世代間交流グ
ラウンド・ゴ
ルフ大会（※）

申込みをした方は、競技のエント
リー時間までに会場へ（開会式は
８時３０分から）。小学生を対象とし
た陸上教室もあります（申込不要）。

トライスタジアム
（花園中央公園多
目的球技広場）

８時３０分～

１７時

陸上競技大会
（※）

備 考ところ時間行事名
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

体育の日の１０月１３日�、東大阪ア
リーナでは、バドミントン教室やプ

ールの開放、スポーツ・カルチャー

教室などを行います。１日でいろい

ろなことに挑戦できます。

【バドミントン教室】
初心者から中級者向けにレッスン

します。 �時１０時～１１時３０分 �対小
学校３年生以上の方 �定６０人（抽選）
�持バドミントンラケット �申基本事
項（右に掲載）とバドミントン歴（年

数）、レベル（初心・初級・中級・上

級）を９月２９日
（必着）までに往
復ハガキで

【プール開放】
�時９時～１８時 ※随時入場、２時

間まで利用可。 �対おむつが取れて
いる３歳以上の方 ※小学校３年生

以下は保護者同伴（大人１人につき、

子ども２人まで）。 �定２００人（当日先
着順） ※ロッカー代１００円が必要。

【スポーツ・カルチャー教室】
時間、対象などは表のとおりです。

いずれも申込先着順。 �申電話で
◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４
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※ペーパークラフトはハサミとカッターナイフ、スティックのり、材料費５００円、こど
もフラワーアレンジメントはハサミと材料費５００円、水中ウォーキング、泳法タイム
測定会、泳法クリニック、アクアビクスはロッカー代１００円を持参してください。

５０人１８歳以上の方１５時～１５時４５分アクアビクス

５０人１８歳以上の方１１時～１２時泳法クリニック

各１０人２５ｍ以上泳げる方
１０時～１７時

※１時間ごとに計測。
泳法タイム測定会

５０人１８歳以上の方
１３時～１４時

水中ウォーキング
９時３０分～１０時３０分

２０人
４歳以上の方
※保護者の同伴可。１４時３０分～１５時３０分

こどもフラワーアレ
ンジメント

１３時～１４時

２０人１８歳以上の方１２時３０分～１３時３０分ペーパークラフト

２０人１８歳以上の方１４時～１５時四柱推命

２０人小学校１年生～３年生１０時～１０時４５分バスケット

２０人４歳～小学校４年生１０時～１０時４５分チアダンス

２０組４歳以上の子どもと保護者１１時１５分～１２時親子３Ｂ体操

２０人１８歳以上の女性１１時１５分～１２時
女性のためのボクシ
ングトレーニング

３０人１８歳以上の方１１時１５分～１２時気功法

１０人１８歳以上の方１１時１５分～１２時アクティブヨーガ

３０人１８歳以上の方１０時～１０時４５分リズム健康体操

１０人１８歳以上の方１０時～１０時４５分機能改善体操

定員対象時間教室名

市民スポーツの祭典

参参加加者者募募集集

市民スポーツの祭典
体育の日に心地よい汗を

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 平成２６年９月１５日

mailto:info@maido-higashiosaka.jp
mailto:info@maido-higashiosaka.jp
mailto:koreikaigo@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:koreikaigo@city.higashiosaka.lg.jp


�������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�学ぶのつづき

やまなみプラザの教室＆催し
ひ けつ

【健康講座～若さを保つ秘訣法】
体内年齢、骨密度、血流などをチ

ェックします。素足になれるように

しておいてください。 �時１０月３日
�１３時３０分～１５時３０分 �対市内在住
・在勤・在学（いずれか）の方 �定
３０人（抽選） �申９月２６日�（必着）
まで

【やまなみコンサート】
�時１０月１８日�１４時～１６時 �定４０人

（抽選） �内ピアノとチェロの演奏
�料２００円 �申１０月１０日�（消印有効）
まで

◇ ◇

�申基本事項（９面に掲載）を各申
込期限までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ や

まなみプラザ（四条）０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

ものづくり教室
親子で陶芸

�時�Ａコース�１０月１８日�・１９日
�１０時～１２時、１１月１５日�１４時～１６
時 �Ｂコース�１０月１８日�・１９日
�・１１月１６日�１４時～１６時 ※各計

３日間。 �対全日程参加できる小学
生とその保護者 �定各１０組２０人（市
内在住・在学を優先して抽選） �料
１，０００円 �申基本事項（９面に掲載）
とコース名、子どもの学校名・学年

を９月２７日�（必着）までに往復ハ
ガキまたはＥメールで

�所�申�問〒５７８―０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�kyositu@dream21.
higashiosaka.osaka.jp

市民福祉講座
認知症を支える

�時�内�１０月４日�１３時３０分～１５時
３０分�千葉大学医学部特任准教授の
上野秀樹さんによる講演「認知症と

ともに暮らす」、東大阪市における認

知症高齢者の現状 �１１日�１３時３０
分～１６時�シンポジウム「認知症を
支える地域づくり」 ※計２日間。

手話通訳あり。 �対市内在住の方
�定８０人（申込先着順） �料５００円
�申基本事項（９面に掲載）と職業を
９月２６日�（必着）までにハガキで
（電話、ファクス、直接も可）

�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―２―
１３ 総合福祉センター内ボランティ

ア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

高齢者保健福祉月間
学んで、笑って、楽しみませんか�

�時９月２９日�１３時３０分～１５時３０分
�対市内在住の６０歳以上の方 �定５０人
（申込先着順） �内健康講話と落語、
新舞踊クラブによる新舞踊 �申９月
１６日�から電話または直接
�所�申�問総合福祉センター内高井田
老人センター ０６（６７８９）３７５１、�０６
（６７８９）９１７４

なるかわオータムキャンプ

生駒山の秋を感じながら、自主性

や仲間との協調性をアウトドア生活

を通して学びます。 �時１０月２５日�
１０時～２６日�１６時（１泊２日） �対
小学校１年生～４年生 �定４０人（申
込先着順） �料１万円 �申９月１５日
�９時から電話で
�所�申�問自由の森なるかわ ０７２

（９８６）１５５１、�０７２（９８６）１５５０

市と市社会福祉協議会では、今

年ダイヤモンド婚式（結婚６０年）ま

たは金婚式（結婚５０年）を迎える夫

婦を祝福する「ダイヤモンド婚・金

婚夫婦のつどい」を１０月１８日�に
市民会館市民ホールで開催します。

つどいへの参加は、地域の校区

福祉委員会に申し込んでください。

申込みいただいた夫婦へは、案内

状を送付します。また、当日参加

できない場合は、記念品を贈呈し

ます。本人

からだけで

なく、家族

からの申込みも受け付けます。

�対�結婚６０年�昭和２９年に結婚
した夫婦 �結婚５０年�昭和３９年
に結婚した夫婦

�問�市社会福祉協議会 ０６

（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
�高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

応募資格 次の要件をすべて満

たす方 �市内在住（住民登録）
または在勤 �同居親族がいる（婚
約者、内縁者も可） ※単身者で

も昭和３１年４月１日以前生まれな

どの条件を満たせば可。 �住宅
に困っている（持ち家がある方は

原則不可） �所得が基準額以内
（家族の月収額が公営住宅は１５万

８，０００円、改良住宅は１１万４，０００円

を超えると応募不可） 募集住宅
・戸数 �北蛇草住宅�公営１戸、
改良１０戸 �荒本住宅�公営２戸、
改良５戸 ※家賃は住宅と収入に

よって異なります（�北蛇草�１
万１，７００円～３万３００円程度 �荒

本�１万１，３００円～４万８，０００円程
度）。敷金は家賃の３か月分。 応
募方法 応募用紙（１世帯１通）

と必要書類を９月３０日�（消印有
効）までに所定の封筒で郵送

※応募用紙は９月１７日	から住
宅改良室、市政情報コーナー、行

政サービスセンター、人権文化セ

ンターで配布。重複および暴力団

員の応募不可。現在居住の住宅や

世帯の状況を審査し、結果を１０月

下旬に通知。後日、実態調査と入

居審査のうえ入居者を決定しま

す。

�問住宅改良室 ０６（４３０９）３２３３、

�０６（４３０９）３８３４

荒本子育て支援センター

【遊びの広場～輪投げ・ダンシン
グサンド】
�時９月２９日�１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月以上の乳幼児 �定２０組（申
込先着順） �申９月１７日	１３時から
電話で

【パパとベビーマッサージ】
�時１０月４日�１３時３０分～１４時３０分
�対３か月～１１か月の乳児 �定２０組（申
込先着順） �申９月１９日�１３時から電
話で

【集団生活の話】
�時１０月１０日�１３時３０分～１５時 �対
来年度入園予定の３歳以上の幼児

※子どもは別保育。 �定１５組（申込
先着順） �申９月２６日�１３時から電
話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【親子広場】
�時１０月８日～１１月５日の水曜日１０
時～１１時（計５日間） �対２歳児
�定１５組（初参加者を優先して抽選）
�料２００円 �申９月２２日�～１０月２日

９時３０分～１７時に電話で

【手形 deポン�】
�時１０月３日�１３時３０分～１５時 �対
１歳児 �定２０組（申込先着順） �申
９月２４日	１３時から電話で
【みんなみんなよっといで�】
持参したお弁当も食べられます。

�時９月２２日�９時３０分～１６時（自由
来館） �対就学前乳幼児

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【木のおもちゃと子育てのコツ】
�時１０月１０日�１０時～１１時３０分 �所
グリーンパル（中鴻池） �対就学前
乳幼児 �定８０組（申込先着順） �申
９月２９日�１０時３０分～１０月３日�に
電話または直接

【お出かけ赤ちゃんタイム】
�時１０月１０日�１５時１５分～１６時３０分
�所府立城東工科高校ガラスの実験棟
�対未歩行の０歳児

【親子広場】
�時１０月１５日～１１月１２日の水曜日１０
時～１１時（計５日間） �対平成２３年
４月１日以前生まれの幼児 �定２０組
（初参加者を優先して抽選） �料２００
円 �持名札、飲み物 �申９月２２日�
～２５日
１０時３０分～１７時に電話また
は直接

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

ももっこ

【まんぼーさんの親子でリトミッ
ク】
�時１０月１日	１０時３０分～１１時３０分
�対しっかり歩ける１歳～２歳６か月
の乳幼児 �定１２組（申込先着順）
�申９月１６日�１０時から電話で
【小麦粉から粘土を作ろう�】
�時９月３０日�１０時～１１時 �対１歳
６か月以上の乳幼児 �定１０組（申込先
着順） �申９月１６日�１０時から電話で

【おもちゃを作って遊ぼう�】
�時１０月７日�１０時～１１時 �対１歳
６か月～２歳６か月の乳幼児 �定１０
組（申込先着順） �申９月２９日�１０時
から電話で

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

あさひっこ

【孔舎衙のふれあい＆ダンス】
�時１０月２日
１０時～１１時 �所孔舎
衙公民分館 �対０歳児 �定１０組（申
込先着順） �持抱っこひも �申９月
１６日�１０時から電話で
【ふれあい＆ベビーマッサージ】
�時１０月８日	１０時～１１時 �対３か
月～１１か月の乳児 �定１０組（申込先
着順） �申９月２４日	１０時から電話
で

【大人のメニューから離乳食】
�時１０月１０日�１０時～１１時 �対８か
月までの乳児 �定１０組（申込先着順）
�料１００円 �申１０月１日	１０時から電話
で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

対象夫婦は申込みを
ダイヤモンド婚・金婚夫婦のつどい

市営住宅（空き家）の入居者を募集
住宅困窮度評定による

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。�対は子どもについてのみ記載していますが、すべて保護
者が同伴してください。申込方法の記載のない催しは申込不要です。

子育て支援センターの催し
親子で楽しむ催しがいっぱい�

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２６年９月１５日
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絵手紙教室

水彩絵の具や色鉛筆などで自由に

絵を描きます。 �時１０月４日�・１１
日�・２５日�・１１月８日�・１５日�
・２９日�１３時３０分～１５時３０分（計６
日間） �対全日程受講できる市内在住
の方 �定２０人（抽選） �料１，０００円
�申基本事項（９面に掲載）を９月２５
日�（必着）までにハガキで（ファ
クス、直接も可）

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―４―３ 長

瀬人権文化センター ０６（６７２０）１７０１、

�０６（６７２９）９１７１

創業応援セミナー

創業前後の経営者に課題解決のア

ドバイスを行います。 �時９月１８日
�１５時～１７時３０分 �所東大阪商工会
議所 �対創業予定の方、近年創業し
た方 �定４０人（申込先着順） �申申込
書を９月１６日�までにファクスで
※申込書は日本政策金融公庫ウェブ

サイトからダウンロード可。

�申�問日本政策金融公庫東大阪支店
国民生活事業 ０６（６７８２）１３２４、�０６
（６７８８）２６９４

�問経済総務課 ０６（４３０９）３１７４、�
０６（４３０９）３８４６

シニア地域活動実践塾「悠友塾」
公開講座

東大阪市の未来について考えます。

�時１０月２日�１３時３０分～１５時３０分
�所イコーラム（男女共同参画センタ
ー） �対市内在住の方 �定２００人（申
込先着順） �申９月１６日�から電話
で（ファクス、直接も可）

�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

やさしいマネー講座
貯める�増やす�の基本の「き」

支出の無駄を見つけ、お金が貯ま

る、増える方法を学びます。 �時９
月２８日�１３時～１５時 �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の方 �定６０
人（申込先着順） �申９月１６日�～
２５日�９時～１７時に電話で
�所�申�問ユトリート東大阪 ０６

（６７２１）６０００、�０６（６７２１）１２１２

グリーンパルの教室＆催し

【初心者の園芸教室】
�時１０月５日�１３時３０分～１５時 �定

２０人（抽選） �申９月２３日�（必着）
まで

【市内街歩き】
�時１０月２２日� ☆グリーンパル（中

鴻池）に９時３０分集合、地下鉄高井

田駅前で１５時ごろ解散 ※雨天中止。

�定５０人（抽選） �内鴻池新田会所―寝

屋川流域下水道鴻池水みらいセンタ

ー―観音寺―稲田八幡宮（約６�）
�持弁当、飲み物、敷物 �申１０月４日
�（必着）まで

◇ ◇

�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�申基本事項（９面に掲載）を各申込
期限までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル ０６（６７４７）１５９２、�０６
（６７４４）２７４８

一般財団法人自治総合センター

では、コミュニティの健全な発展

を図るため、地域のコミュニティ

活動に対し、宝くじの社会貢献広

報事業による助成を行っています。

このほど、市内の団体が助成を受

けましたので紹介します。

【鴻池東校区自治連合会】
今年度、自治総合センターから

助成を受けた鴻池東校区自治連合

会では、備品を収納する物置を購

入しました。これは、校区内にあ

る公民分館分室に保管していた備

品類を専用の物置に収納し、公民

分館分室を効率よく、より多くの

方に使用してもらうことを目的と

したものです。

さらに近年愛好者が増えている

グラウンドゴルフのセットを購入

し、世代間交流大会を開催するな

ど、これまで以上の交流を図って

います。

また、これまで小学校や他の団

体からの借用を余儀なくされてい

たテントや、各種行事の企画会議

などを円滑に進めていくために使

用するプロジェクターも購入し、

地域コミュニティの強化を進めて

います。

◇ ◇

�問�企画室 ０６（４３０９）３１０１、�
０６（４３０９）３８２６ �地域コミュニテ
ィ支援室 ０６（４３０９）３１６１、�０６
（４３０９）３８６１

骨盤リンパ体操

�時９月２２日	・１０月６日	・２７日
	・１１月１０日	１４時３０分～１６時（計
４日間） �対１８歳以上の方 �定２０人
（申込先着順） �料７，２００円 �持運動
ができる服、タオル、飲み物 �申９
月２２日	までに参加費を持って直接
�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

仕事で使えるパソコン講座

�時�内�９月２６日
１３時～１７時�エ
クセル �３０日�９時３０分～１２時３０
分�ワード �３０日�１３時～１６時�
パワーポイント �対１５歳～３９歳の求
職中の方 �定各６人（申込先着順）
�申９月１６日�～２９日	に電話で
�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

市民人権講座～生き生き人生学

気負わず、無理せず、自分らしく

生きていくための講座です。 �時�内
�１０月８日�１０時～１１時３０分�養育
里親制度「里親を必要とする子ども

たちのこと ご存じですか？」 �
２４日
１４時～１５時３０分�ＬＧＢＴ（性
的少数派の人たち）をとりまく現状

と課題～里親制度を中心に �３１日

１０時～１１時３０分�心理学の観点か
ら「いじめ」をとらえる �所荒本人
権文化センター �定各３０人（申込先
着順） ※１歳６か月～就学前幼児

の保育と手話通訳あり（各開催日の

７日前までに要申込み）。 �申基本事
項（９面に掲載）と受講希望日、保

育希望の場合は子どもの生年月日・

性別を９月１６日�からハガキで（電
話、ファクス、Ｅメール、直接も可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所人権啓発課
０６（４３０９）３１５６、�０６（４３０９）３８２３、
�jinkenkeihatsu@city.higashios
aka.lg.jp

五条老人センターの教室

【新聞紙でバラのコサージュ】
�時９月２９日	１３時３０分～１５時 �料

３００円 �持ハサミ、固形のり、鉛筆、
定規、目打ちまたは千枚通し

【ビーズでＶリング】
�時１０月９日�９時３０分～１２時 �料

７００円 �持フェルト（３０�四方）、縫い
針、ニッパーまたはハサミ

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 �定各
１５人（申込先着順） �申９月１６日�か
ら電話または直接

�所�申�問五条老人センター ０７２

（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

イコーラムの教室

【幸せな家族のかたちって？～法
律から考えよう】
家族が多様化する今、切っても切

り離せない家族に関する法制度を学

びます。 �時１０月４日�１０時～１２時
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �申９月２７日�（必着）まで
【女性応援セミナー～人間関係編】
人間関係をスムーズにするコミュ

ニケーション方法を学びませんか。

�時�内�１０月９日��コミュニケーシ
ョンの基本を知ろう �１６日��接
し方を見直してみよう �２３日��
コミュニケーション力を高めよう�
（計３日間） ☆いずれも１０時～１２

時 �対市内在住・在勤・在学（いず
れか）の女性（全日程参加できる人

を優先） �申１０月２日�（必着）まで
◇ ◇

�定各２０人（抽選） ※１歳６か月

～就学前幼児の保育あり（定員１０人

で申込先着順。１人２００円）。 �申基本
事項（９面に掲載）を各申込期限ま

でにハガキで（電話、ファクス、Ｅ

メール、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―
６００ イコーラム（男女共同参画セン

ター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）
９２０７、�ikoramu@nifty.com
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まいにち せいかつ に ほん ご こま

毎日の生活で日本語に困ってい
がいこくせきじゅうみん に ほん ご きょうしつ

る外国籍住民のために日本語教室
ひら

を開いています。 とき・ところ
か よう び じ じ ぷん い こ ー

�火曜日１０時～１１時３０分�イコー
ら む だんじょきょうどうさんかく せ ん た ー

ラム（男女共同参画センター）
か よう び じ じ ふん ひがしこうみん

�火曜日１９時～２０時４５分�東公民
かん すいよう び じ ぷん じ

館 �水曜日１３時３０分～１５時・１９
じ じ し みんかいかん もくよう び

時～２１時�市民会館 �木曜日１９
じ じ ひろ ば くす ね

時～２１時�ももの広場（楠根）
にちよう び じ じ ぷん

�日曜日１０時～１１時３０分�くすの
ぷ ら ざ わか え いわ た えきまえ

きプラザ（若江岩田駅前）

【ボランティアを募集】

日本語を教えるボランティアを

募集します。次のとおり講習会を

開催します。 �時９月２８日�１３時
３０分～１６時 �所市民会館第１会議
室 �料５００円

◇ ◇
もうしこ といあわ さき えぬぴーおー

■申込み・問合せ先 �ＮＰＯ
ほうじんひがしおおさか に ほん ご きょうしつ

法人東大阪日本語教室 ０６（６７２５）
ぶん か こくさい か

６３００ �文化国際課 ０６（４３０９）
ふぁくす

３１５５、 �０６（４３０９）３８２３
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自治総合
センター

コミュニティの健全な発展を
市内の自治連合会に助成金交付

に ほん ご べん きょう

日本語を勉強しませんか
Want to study Japanese?

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２６年９月１５日

mailto:jinkenkeihatsu@city.higashiosaka.lg.jp
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来年度の保育所入所児童を募集

しています。平成２６年３月以前に

申し込んでいる方も再度申込みが

必要です。 �対就学前の子どもが
おり、保育が必要な事情のある方

�申申込用紙を１０月３１日�までに直
接 ※ただし、今年４月２日以降

生まれの０歳児については、来年

２月１７日�まで受け付けます。申
込用紙は市ウェブサイトからダウ

ンロード可。

１０月から必要です
支給認定申請書

１０月から、保育所入所申込みの

際に、支給認定申請書の提出が必

要となります。すでに入所申込み

をしている方へは別途通知します。

福祉事務所
子育てサポーター配置

福祉事務所に子育て支援サービ

スの情報提供や相談を行う子育て

サポーターを配置しています。

◇ ◇

�申�問�東・中・西福祉事務所子
育て支援係（東�０７２―９８８―６６１９、�
０７２―９８８―６６７１ 中�０７２―９６０―９２７４、
�０７２―９６４―７１１０ 西�０６―６７８４―
７９８２、�０６―６７８４―７６７７） �子ども
・子育て新制度準備課 ０６（４３０９）

３２０２、�０６（４３０９）３８１７

８月２９日、ももっこ（楠根子育て支援センター）の赤ち
ゃんタイムと自由来館に、あわせて５４組１２２人の親子が
訪れ、楽しいひとときを過ごしました。たくさんの絵
本やおもちゃなどで親子が交流できる子育て支援セン
ターにぜひ、遊びに来てください

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
一
人
で

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
仲
間
と

楽
し
く
交
流
で
き
る
施
設
や
、
困
っ

た
と
き
な
ど
に
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

れ
る
制
度
な
ど
を
上
手
に
活
用
し
て
、

笑
顔
で
元
気
に
子
育
て
し
ま
し
ょ
う
。

�問
子
育
て
支
援
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
３
０
２
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
７

つどいの広場「ほんわかルーム」（長堂１）で
は８月１９日、６組の親子が訪れ、子どもた
ちが自由に遊んだり、親同士で情報交換し
たり、にぎやかな時間を過ごしていました

市
で
は
、
旭
町
・
鴻
池

・
長
瀬
・
荒
本
・
楠
根（
今

年
１
月
新
設
）
の
５
か
所

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
就
学
前
の
乳
幼
児
と

保
護
者
が
い
つ
で
も
気
軽

に
来
館
し
て
遊
ん
だ
り
、

相
談
し
た
り
で
き
る
憩
い

の
場
で
す
。

年
齢
に
あ
わ
せ
て
ゆ
っ

た
り
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
や
、
同
じ
年

齢
の
子
ど
も
た
ち
で
連
続

し
て
交
流
で
き
る
「
親
子

広
場
」
、
ま
た
「
離
乳
食
」

や
「
お
む
つ
は
ず
れ
」「
リ

ズ
ム
あ
そ
び
」
な
ど
の
育

児
講
座
も
あ
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
催
し
を
１０
面
に
掲
載
。

現
在
市
内
に
１６
か
所
あ

る「
つ
ど
い
の
広
場
」は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ

り
小
規
模
で
す
が
、
よ
り

身
近
な
場
所
で
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
と
、
市

が
委
託
し
て
い
る
民
間
の

施
設
で
す
。
在
宅
で
子
育

て
し
て
い
る
親
と
子
が
気

軽
に
集
い
、
遊
ん
だ
り
で

き
る
場
所
で
す
。
開
設
場

所
な
ど
く
わ
し
く
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

市
内
に
は
、
地
域
で
活

動
す
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル

が
６４
団
体
あ
り
、
親
子
が

集
ま
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
ま
ん
ぼ
ー
く
ら
ぶ
」

「
ま
ん
ぼ
ー
く
ら
ぶ
」

で
は
、
自
閉
症
や
広
汎
性

発
達
障
害
、
ダ
ウ
ン
症
と

い
っ
た
障
害
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
遊
ん
だ
り
、
親

同
士
が
情
報
交
換
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

今
村
優
子
さ
ん（
代
表
）

と
田
中
弘
美
さ
ん
（
副
代

表
）
が
「
明
る
い
子
育
て

を
し
よ
う
」
と
１１
年
前
に

こ
の
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
在
、
登
録

数
は
約
１
７
０
組
。
毎
月

第
３
土
曜
日
１０
時
〜
１２
時

に
あ
さ
ひ
っ
こ
（
旭
町
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で

活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
相

談
会
や
学
習
会
、イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

�問
ま
ん
ぼ
ー
く
ら
ぶ「
今

村
」

０
９
０（
９
１
６
６
）

６
５
１
８
、

�m
a
n
b
o

w
k
u
ra
b
u

@
y
a
h
o
o
.c

o
.jp

保育所や幼稚園に通う乳

幼児から小学校３年生まで

の子どもが病気などの「回

復期」または「回復に至ら

ない場合」で集団保育が困

難なときに保育と看護を行

います。

【病児保育室】
�所�定�問�ふじもとクリニック

「こひつじ」（小阪本町１）�８人
／０６（６７３０）５８２８（�兼用） �
尾�医院「ウルル」（岩田町４）�
６人（定員４人から変更）／０７２

（９６８）７２２７、�０７２（９６２）２２３１
【病後児保育室】
�所�定�問�荒本子育て支援セン
ター「ミミィ」（荒本２）�６人
／０６（６７８９）５２９５、�０６（６７８９）
８６６１

皆さんの心の拠り所に

発達障害のある子どもを育てる親にと
って一番辛いのは、「あなたの育て方が悪
いんじゃないの？」と言われるなど、周
囲の理解が得られないこと。発達障害は、
育て方とは関係ありません。
私もそうでしたが、みんな最初は「な
んでうちの子だけ？」と落ち込み、孤独
な気分になります。でも、このサークル
で仲間と出会い、とても前向きに過ごさ
れている方がたくさんいます。
「まんぼーくらぶ」で生の情報に触れ、
友達づくりや前向きに生きるきっか
けにしてもらえたら幸いです。今後も
皆さんの心の拠り所となる場を提供
し続けたいですね。

援助会員の声～木戸さん

ちょうど１年ほど前に登録しました。子どもたちの
笑顔を見ることができたときや親御さんに喜んでいた
だけたときに、やりがいを感じています。

援助会員として活動するうえで、
お子さんの性格や好きなことを大切
にし、少しでも早く仲良くなれるよ
うに、わたし自身が楽しむようにし
ています。また、親御さんと緊密に
連絡を取りあうことで、安心して任
せていただけるよう心がけています。

依頼会員の声～小寺さん

今は週２回、７歳の娘の学童保育と習い事、自宅の
間の送迎を木戸さんにお願いしています（写真上）。
仕事があるので、会員になる前は平日の習い事を諦
めていましたが、教室に通えるようになり、絵画で入
選したときやスイミングで昇級したときなど娘の成長
が目に見えたときは特に、お願いしてよかったと感じ
ます。
また、子育ての閉塞感から少し解放されること、娘
を温かく見守ってくれる人が親以外にもいると娘自身
が感じてくれていることなどもうれしい点です。木戸
さんには、いつも慈愛の目で見守っていただき、娘も
木戸さんに会えるのを毎回とても楽しみにしています。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育

て
を
援
助
す
る
「
援
助
会

員
（
現
在
市
内
約
１
３
０

人
）」と
子
育
て
を
援
助
し

て
ほ
し
い「
依
頼
会
員（
同

約
２
８
０
人
）」を
結
ぶ
有

償
の
子
育
て
支
援
事
業
で

す
。

子
育
て
の
手
助
け
し
ま
せ
ん
か

援
助
会
員
養
成
講
座

援
助
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
方
は
養
成
講
座

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
依
頼
会
員
に
な
り

た
い
方
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
会
員
登
録
に
、
登

録
手
数
料
や
年
会
費
な
ど

は
不
要
で
す
。

�時
１０
月

２３
日
�
・
２４
日
�
・
２５
日

�
１３
時
〜
１７
時
（
計
３
日

間
）

※
く
わ
し
く
は
１０

月
１
日
号
の
市
政
だ
よ
り

に
掲
載
予
定
。

◇

◇

�所
�問
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
７
８
５
）２
６
２
５
、

�
０
６（
６
７
８
９
）５
６

１
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぼ
う
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フファァミミリリーー・・
ササポポーートト・・セセンンタターー

子育てを助ける人と
助けてほしい人をつなぐ

あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

子
育
て
サ
ー
ク
ル
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上手に制度の活用を

平成２７年度保育所
入所児童募集

申込期限は１０月３１日�

笑顔の子育てを応援

笑顔で話す今村さん（左）と田中さん（右）

ご利用ください

病児・病後児
保育室

つどいの広場

気軽に集い
交流しませんか

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２６年９月１５日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています



市内に６か所ある老人センターでは、市内在住の６０歳以上の皆さんに、より豊かで生きがいのある
生活を送っていただくため、さまざまな行事や教室を開催しています。また、高齢者が抱える相談に
も応じています。
対象は、市内在住の６０歳以上の方です。 開館時間 月曜日～土曜日９時～

１７時（祝日、年末年始は休館）

■東・中・西福祉事務所高齢福祉係
�東�０７２（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０
�中�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０
�西�０６（６７８４）７９８１、�０６（６７８４）７６７７

■市社会福祉協議会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
■高齢介護室高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

■高齢介護室給付管理課
０６（４３０９）３１８６、�０６（４３０９）３８１４
■障害者支援室
０６（４３０９）３１８３、�０６（４３０９）３８１５

ファクス番号
０６（６７２４）６７３８
０６（６７２４）９８６９
０６（６７８８）３３５３
０７２（９８６）７５９２
０６（６７８９）９１７４
０７２（９６３）２０２０

※実施している事業は老人センターによって異なります。くわし
くは老人センターのウェブサイトをご覧いただくか、お問合せ
ください。

電話番号
０６（６７２４）６２２０
０６（６７２０）５６５３
０６（６７８８）２２１４
０７２（９８５）３７５１
０６（６７８９）３７５１
０７２（９６２）８０１１

所 在 地
中小阪５―１４―２７
長瀬町２―１１―１９
荒本２―５―３８
五条町９―４５
高井田元町１―２―１３
角田２―３―８

名 称
八戸の里
長 瀬
荒 本
五 条
高 井 田
角田総合

問合せ先

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

○高齢介護室高齢介護課

○角田総合老人センター

○高齢介護室高齢介護課

○老人センター

○市社会福祉協議会
○高齢介護室高齢介護課

内 容
地域で趣味や教養、社会奉仕など活動の場を自主的につくっている６０歳以上の方たちの
組織を支援します。
６０歳以上の方または障害がある方に、土を通じて親睦と健康増進に役立ててもらうため、
１年間農園を貸し付けています（別途水道利用料年間３，０００円程度が必要）。
高齢者（６５歳以上の方）または高齢者と未就学児が、毎月１５日に市内の公衆浴場を割引料
金で利用できます。
６０歳以上の方が健康でより豊かな生きがいのある生活を送ることができるよう、「楽しく
集い・学び・語らい・行動する」ための学習の場を提供します。
６５歳以上の方は、市内の指定施術所で９月の期間中、はりきゅうとマッサージそれぞれ
２回の施術を受けることができます（負担額１回１，０００円）。
今年度中に８８歳、１００歳を迎え、６月１日から引き続き市内に在住している方に、祝いの
品物を届けます（９月）。
６０歳以上の方に、健康増進や教養の向上、趣味を通じた仲間づくりの場を提供します。
市と市老人クラブ連合会の共催で、毎年９月に開催しています。
ダイヤモンド婚（結婚６０年）、金婚（結婚５０年）を迎えた夫婦を祝福するつどいを開催し
ています（今年は１０月１８日�を予定）。

サービス・事業名
老人クラブ活動助成
事業

福祉農園運営事業

ふれあい入浴事業☆

シニア地域活動実践
塾（悠友塾）事業☆
はり・きゅう・マッ
サージ施術事業☆

敬老祝品贈呈事業

老人センター事業
老人福祉大会
ダイヤモンド婚・金
婚夫婦のつどい

■
生
き
が
い
・
社
会
参
加
支
援

■
自
立
生
活
支
援
事
業

サービス・事業名 内 容 問合せ先
日常生活用具の給付
★

在宅のひとり暮らしの要援護高齢者などに日常生活用具（電磁調理器、火災警報機、自
動消火器）を給付します。なお、火災警報機、自動消火器は所得制限があります。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係
○地域包括支援センター

緊急通報装置のレン
タル★

ひとり暮らしの高齢者や昼間・夜間に長時間独居になる高齢者のいる世帯に緊急通報装
置をレンタルし、家庭での事故や突然の病気のとき、ペンダントのボタンを押すと受信
センターにつながり、適切な対応を行うものです。自宅に固定電話があることと、近隣
に２人の協力員が必要です。

福祉電話の貸与☆ ひとり暮らしの高齢者などで電話がない方に、緊急時に連絡するための電話を貸し出し
ます。所得制限があり、通話料金は利用者負担です。

訪問理美容サービス
事業☆

要介護３～５と認定され、理美容店に行くことが困難な在宅の高齢者に、理美容師が訪
問して理美容サービスを行います。理美容代は利用者負担です。

街かどデイハウス運
営事業☆

介護サービスを利用していない在宅の高齢者に、地域の身近な施設を活用して、趣味や
創作、レクリエーション、介護予防など、住民参加による日帰り援助サービスを提供し
ます。くわしくは保存版４面をご覧ください。

車いす貸出事業 一時的に車いすを必要とする高齢者などに貸し出します（原則１０日以内）。なお、介護保
険の福祉用具貸与などの代替ではありません。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

ひとり暮らし高齢者
等訪問相談事業 民生委員がひとり暮らし高齢者などの家庭を訪問して、さまざまな相談に応じます。 ○市社会福祉協議会

ひとり暮らし高齢者
実態把握事業

ひとり暮らし高齢者に、アンケートを実施してその生活状況を把握することで、支援の
必要な高齢者を早期発見し、必要な支援につなげます。 ○高齢介護室高齢介護課

住宅改造助成事業
高齢者や重度身体障害者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、所得および世帯
の状況に応じて住宅改造費を助成します。高齢者は高齢介護室給付管理課、重度身体障
害者は障害者支援室へお問合せください。

○高齢介護室給付管理課
○障害者支援室

おもな活動

趣味の輪を広げることを目的に各種教室を開催しています。

趣味活動を通じて、心豊かな生活と参加者同士の交流によるふれ
あいの輪を広げてもらうため、心身の健康維持や生きがいづくり
を推進しています。

日常生活の心配事や健康などの相談に応じています。

※ほかにもさまざまな活動を行っています。お近くの老人センターで利用登録のうえ、ご利
用ください。

教室事業・教養講座

同好会・クラブ活動

各種相談事業

現在実施している高齢者のための制度やサービスを紹介します。

充実した生活や健康維持などのために、ぜひ活用してください。

�★印は所得に応じて費用負担があり、☆印は利用料が必要です。
�介護保険の居宅介護支援事業者など介護サービス事業所・施設
一覧は、市ウェブサイトでご覧になれます。

平成２６年度保存版 高齢者のための制度・サービス一覧表

老人センターを利用しませんか

各 制 度・
サービスの
問 合 せ 先

高高齢齢者者ののたためめのの制制度度をを紹紹介介
９月は高齢者保健福祉月間です

（１）



■東・中・西福祉事務所高齢福祉係
�東�０７２（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０
�中�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０
�西�０６（６７８４）７９８１、�０６（６７８４）７６７７

■東・中・西保健センター
�東�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５
�中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７
�西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

■市社会福祉協議会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
�日常生活自立支援センター
０６（６７２６）２５１５、�０６（６７２６）２４６４

■高齢介護室給付管理課
０６（４３０９）３１８６、�０６（４３０９）３８１４
■高齢介護室高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

■健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９
■指導監査室居宅事業者課
�（指導）�０６（４３０９）３３１７、�０６（４３０９）３８１３
�（指定）�０６（４３０９）３３１８、�０６（４３０９）３８１３

■指導監査室施設課
０６（４３０９）３３１５、�０６（４３０９）３８１３
■住宅政策課
０６（４３０９）３２３１～２、�０６（４３０９）３８３４

■東大阪税務署 ０６（６７２４）０００１〈自動音声案内〉
■国税庁ホームページ http:／／www.nta.go.jp／
■大阪家庭裁判所後見係 ０６（６９４３）５８７２

■
介
護
保
険
事
業
な
ど

サービス・事業名 内 容 問合せ先

在
宅
サ
ー
ビ
ス

訪問介護（ホームヘ
ルプサービス）☆ ホームヘルパーが家庭を訪問し、入浴や食事など身の回りの世話をします。

○居宅介護支援事業者
○介護サービス事業者
○地域包括支援センター
○指導監査室居宅事業者
課
○指導監査室施設課
○高齢介護室給付管理課
※要介護認定で要支援１・２と
認定された方は介護予防サー
ビスを、要介護１～５と認定
された方は介護サービスを利
用します。

訪問入浴介護☆ 浴槽を積んだ車で家庭を訪問し、入浴を介護します。
訪問看護☆ 看護師などが家庭を訪問し、主治医と連絡をとりながら病状の観察や床ずれの手当てなどをします。
訪問リハビリテーション☆ 理学療法士などが家庭を訪問し、必要なリハビリテーションをします。
居宅療養管理指導☆ 医師や歯科医師、薬剤師などが家庭を訪問し、療養上の管理や指導をします。
通所介護（デイサー
ビス）☆

デイサービスセンターに通所した方に、入浴や食事の提供など日常生活上の支援や機能訓練
を行います。

通所リハビリテーシ
ョン（デイケア）☆

介護老人保健施設、病院、診療所に通所した方に、心身の機能維持や回復のために必要なリハ
ビリテーションをします。

短期入所生活介護
（ショートステイ）☆

介護老人福祉施設などに短期間入所した方に、入浴や食事などの介護、その他日常生活上の
支援や機能訓練を行います。

短期入所療養介護
（ショートステイ）☆

介護老人保健施設などに短期間入所した方に、看護や医学的管理のもと、介護や機能訓練、
その他必要な医療や日常生活上の支援をします。

特定施設入居者生活介護☆ 介護付有料老人ホームなどに入居している方に、介護や日常生活上の支援をします。
福祉用具の貸与☆ 車いすや特殊寝台などを貸与します。ただし、要介護度によって対象とならない用具もあります。
福祉用具購入費の支
給☆

入浴用いすや腰掛便座などの特定福祉用具を購入した場合、１年度につき１０万円を上限に購
入費の９割相当額を支給します。

住宅改修費の支給☆ 手すりの取付けや段差の解消など、小規模な工事をした場合、２０万円を上限に費用の９割相
当額を支給します。事前に協議が必要です。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

定期巡回・随時対応
型訪問介護看護☆

日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問看護が一体的または密接に連携しながら、短時間の定
期巡回訪問および随時対応をします。なお、要支援１・２の方は利用できません。

○居宅介護支援事業者
○介護サービス事業者
○地域包括支援センター
○高齢介護室給付管理課
○指導監査室施設課
※要介護認定で要支援１・２と
認定された方は介護予防サー
ビスを、要介護１～５と認定
された方は介護サービスを利
用します。なお、原則として
本市の介護保険被保険者のみ
がサービスを利用できます。

夜間対応型訪問介護
☆

夜間の定期的な巡回と随時の通報に対応した訪問介護です。なお、要支援１・２の方は利用
できません。

認知症対応型通所介
護☆

認知症の高齢者に、自宅からの送迎や入浴、排せつ、食事などの介護や簡単な機能訓練を提
供します。

小規模多機能型居宅
介護☆

通所サービスを中心に、スタッフが訪問するサービスや利用者が事業所に宿泊するサービス
を、利用者の選択に応じて組み合わせるなど、多機能なサービスを提供します。

認知症対応型共同生
活介護（認知症対応
型グループホーム）☆

認知症の高齢者に、居室や居間、食堂などを備えた５人～９人のユニットで共同生活ができ
る場を提供し、日常生活の介助をします。なお、要支援１の方は利用できません。

地域密着型介護老人福祉
施設入所者生活介護☆

定員３０人未満の小規模な介護老人福祉施設で、食事や入浴、機能訓練などのサービスを提供
します。なお、要支援１・２の方は利用できません。

地
域
支
援
事
業

食の自立支援（配食）
サービス☆

食事の調理が困難な６５歳以上のひとり暮らし高齢者または高齢者のみの世帯などで、次のい
ずれかに該当する方に栄養バランスのとれた食事（昼食）を１食４５０円で自宅まで届けます（週
４回以内）。 �要支援・要介護と認定された方 �地域支援事業に基づく二次予防事業対象
者と決定され、予防プランに配食サービスを組み込まれた方

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係
○地域包括支援センター

在宅老人介護者のつ
どい☆

家庭で寝たきりや認知症の高齢者を介護している方に、介護サービスの情報や交流の場を提
供します。 ○市社会福祉協議会

家族介護慰労金支給
事業

要介護４・５と認定され、在宅で１年以上（入院日数が９０日以内）介護保険の給付を受けていない市
民税非課税世帯の高齢者を介護している家族（本市に居住し、市民税非課税世帯の方に限る）に、年
額１０万円の慰労金を支給します。なお、介護保険料を滞納し、給付制限を受けている方は除きます。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

家族介護教室事業 要介護高齢者を介護している家族などに、介護に関する知識や情報を提供する教室を開催し、
地域で自立した生活ができるよう支援します。 ○地域包括支援センター

介護用品支給事業

要介護４・５と認定され、介護保険の利用者負担が第１・２段階の高齢者（生活保護世帯な
どを除く）を在宅で介護している家族（市民税非課税世帯に限る）に、紙おむつを現物支給
します（１か月４，０００円以内）。なお、介護保険料を滞納している方、障害者総合支援法によ
る紙おむつの支給を受けている方は除きます。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

二次予防事業
身体状況が今後要支援・要介護状態になる可能性が高く、介護予防上の支援が必要な二次予
防事業対象者を把握・決定します。また、要支援・要介護状態にならないよう介護予防プロ
グラムを提供します。

○地域包括支援センター
○高齢介護室高齢介護課
○健康づくり課

一次予防事業 広く６５歳以上の高齢者に、介護予防に関する知識や運動方法などの啓発を行うとともに、保
健センターや地域包括支援センターで介護予防教室などを開催しています。

○東・中・西保健センター
○地域包括支援センター
○高齢介護室高齢介護課

そ
の
他
健康増進事業

保健センターでは健康増進、生活習慣病の予防のための健康教室やがん検診、骨密度測定な
どを行っています。また、市内の歯科医療機関に委託して、４０歳から８０歳までの５歳刻みの
年齢の方を対象に歯科健診を行っています。

○東・中・西保健センター
○健康づくり課

問合せ先

○地域包括支援センター

○地域包括支援センター
○市社会福祉協議会
○高齢介護室高齢介護課

○角田総合老人センター

○市社会福祉協議会内日常
生活自立支援センター
○大阪家庭裁判所後見係
○地域包括支援センター
�市長申立てに関する相
談＝東・中・西福祉事
務所高齢福祉係
○地域包括支援センター
○東・中・西保健センター
○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係
○相談ダイヤル
０７０（１２３９）３７７８

○角田総合老人センター

内 容
介護・福祉・健康・医療などさまざまな面から高齢者やその家族を支援する総合相談窓口で
す。くわしくは保存版４面をご覧ください。

認知症への理解を深めてもらうために、認知症サポーター養成講座などをとおして市民への
啓発や認知症高齢者が安心した生活ができる地域づくりを進めています。

認知症の高齢者が徘徊などで行方不明になった際に、市内の公共機関や企業などが協力して、
早期に発見できるようサポートするシステムです。事前登録が必要です。

認知症や知的障害、精神障害などで判断能力に不安があり、福祉サービスの利用契約を結ぶ
ことが困難な方が適切なサービスを利用できるよう援助や代行、支援などを行います。
裁判所が、認知症などにより判断能力が不充分と認定した方のために、成年後見人などを選
任し、財産管理や身上面の監護を行います。配偶者や４親等内の親族が家庭裁判所に申し立
てることができますが、いない場合は市長が申し立てることができます。なお、利用手続き
を行う親族などがいる場合の成年後見制度利用相談など高齢者の権利擁護のための相談は、
地域包括支援センターで応じています。

虐待を受けている恐れのある高齢者に気づいたときや、自分自身が虐待を受けている方はご
相談ください。市と関係機関が協力して問題解決のために支援します。

夜間・休日（閉庁時）の窓口として高齢者虐待相談ダイヤルを設置しています（平日１７時３０
分～翌日９時、土・日曜日・祝日９時～翌日９時）。
配達や宅配の事業所などと連携し、高齢者世帯やひとり暮らし高齢者に何か異変があったと
きに、安否確認や緊急対応をする仕組みです。

サービス・事業名

地域包括支援センター

認知症高齢者地域支援事
業

ＳＯＳオレンジネットワ
ーク（認知症高齢者見守
りネットワーク）事業

日常生活自立支援事業★

成年後見制度

高齢者虐待防止のための
支援

高齢者虐待相談ダイヤル

事業所ふくしネットワー
ク

■
総
合
相
談
・
権
利
擁
護
援
助
な
ど

問合せ先

○住宅政策課

○施設

内 容
高齢者が自立し、安全で快適な生活ができるよう配慮した公営住宅で、生活指導や相談、緊
急時対応を行う生活援助員を配置しています。入居者の募集は市政だよりでお知らせします。
バリアフリー化した民間賃貸住宅で、所得により一部家賃補助があります。家賃は民間住宅
並みですが、緊急時対応システムを導入している住宅もあります。
バリアフリー構造などがあり、安否確認や生活相談サービスの提供により、高齢者が安心し
て居住できる民間賃貸住宅です。生活支援・介護・医療サービスの提供などが受けられる住
宅もあります。
施設の運営事業者が高齢者に、食事、介護、家事、健康管理のいずれかのサービスを提供す
る施設です。

サービス・事業名

シルバーハウジング★

高齢者向け優良賃貸住宅
★

サービス付き高齢者向け
住宅☆

有料老人ホーム☆

■
住

宅

問合せ先

○施設
○居宅介護支援事業者
※対象は要介護１～５と認定さ
れた方。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

○施設

内 容

入浴や食事などの介護、その他日常生活上の支援や機能訓練、健康管理、療養上の世話が受
けられます。

看護・医学的管理のもと、介護、機能訓練、その他必要な医療、日常生活上の支援が受けら
れます。
療養上の管理、看護・医学的管理のもと、介護、機能訓練、その他必要な医療などが受けら
れます。

環境や経済上の理由により居宅での生活が困難な６５歳以上の方が入所できます。

独立して暮らすには不安がある６０歳以上の方が入所できます。夫婦・単身者用の個室があり、
入所者は食事や入浴、生活相談、介護保険のサービスが受けられます。
家庭環境などの理由により居宅での生活が困難な低所得の６０歳以上の方が入所できます。食
事や入浴、生活相談、緊急時対応など日常生活上の基本的なサービスが受けられます。

サービス・事業名
介護老人福祉施設（特
別養護老人ホーム）
への入所☆
介護老人保健施設（老人
保健施設）への入所☆
介護療養型医療施設
への入所☆

養護老人ホーム★

ケアハウス★

軽費老人ホームＡ型
★

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度
外

■
施
設
へ
の
入
所

■
所
得
税
控
除
の
制
度

サービス・事業名 内 容 問合せ先

所
得
税
の
控
除

障害者控除

寝たきり高齢者本人および扶養親族に寝たきりの高齢者がいる方は、障害者控除が認められ
る場合があります。寝たきり高齢者とは、その年の１２月３１日の現況で、引き続き６か月以上
にわたり身体障害により常に寝たきりの状態で、介護を受けなければ自ら排便ができない程
度の状態であると認められる高齢者をいいます。

○東大阪税務署
○国税庁ホームページ

医療費控除

�６か月以上寝たきりの方のおむつ代が対象です。その方を治療している医師が発行したお
むつ使用証明書が必要です。
�介護保険制度で提供された一定の施設・居宅サービスの自己負担額が対象です。指定介護
老人福祉施設（特別養護老人ホーム）のサービスの対価（介護費や食費、居住費）は、支払
額の２分の１相当が対象となります。

住宅特定改修特別控
除

一定の要件に当てはまるバリアフリー改修工事をした場合、所得税から税額控除を受けるこ
とができます。

年金所得者の申告手
続きの簡素化

その年中の公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつその年分の公的年金等に係
る雑所得以外の所得金額が２０万円以下である場合には、確定申告の必要はありません。
※ただし、医療費控除などによる所得税の還付を受けるための申告書は提出できます。また、
所得税の申告書の提出が不要であっても、住民税の申告が必要な場合があります。

障害者控除対象者認定書
交付

障害者手帳を持っていない６５歳以上の方も、障害者に準ずる状態または寝たきりの状態の場
合は、介護保険主治医意見書や医師の診断、職員の調査などに基づき、障害者控除対象者認
定書を交付します。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

平成２６年度保存版 高齢者のための制度・サービス一覧表

現在実施している高齢者のための制度やサービスを紹介します。

充実した生活や健康維持などのために、ぜひ活用してください。

�★印は所得に応じて費用負担があり、☆印は利用料が必要です。
�介護保険の居宅介護支援事業者など介護サービス事業所・施設
一覧は、市ウェブサイトでご覧になれます。

各 制 度・
サービスの
問 合 せ 先

高高齢齢者者ののたためめのの制制度度をを紹紹介介
９月は高齢者保健福祉月間です

（２）（３）

http://www.nta.go.jp/
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健康を保つには、適度な運動が大切です。市では、身近な場
所でできる介護予防体操として、市独自の「楽らくトライ体操」
を作成しました。みんなで楽しく健康寿命を延ばしましょう。

適
度
な
運
動
で

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

健
康
寿
命
と
は
、
健
康

上
の
問
題
で
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
の
こ
と
で
、

日
本
人
の
健
康
寿
命
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平
均
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命
よ
り
約
１０
年
短

く
な
っ
て
い
ま
す
。

要
支
援
・
要
介
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態

に
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ま
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原
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一
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に
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運
動
器

（
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肉
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、
関
節
、
神
経
な
ど
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の
障
害
が
あ
り
ま
す
。運
動
器
は
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適
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運
動
で
継
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に
刺
激
を
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適
切
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こ
と
で
、
強
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と
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き
ま
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市
で
は
、
身
近
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介
護
予
防
の

場
づ
く
り
を
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す
る
こ
と
を
目

的
に
、
本
市
独
自
の
介
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防
体

操
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楽
ら
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「
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皆
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懐
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ど
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合
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せ
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レ
ッ
チ
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筋
力
ア
ッ
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な
ど
を
行
う
も
の
で

す
。「
楽
ら
く
ト
ラ
イ
体
操
」
を
体

験
し
た
い
方
は
、
高
井
田
老
人
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
五
条
老
人
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
域
の
中
で
「
楽
ら
く

ト
ラ
イ
体
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」
を
し
て
い
き
た
い

グ
ル
ー
プ
に
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
体
操
教
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に

出
向
き
ま
す
の
で
、
担
当
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
（
下
表
左
参
照
）。
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街かどデイハウスのスタッフも「楽ら
くトライ体操」の講習を受けました

街街街街街街街街街街街街かかかかかかかかかかかかどどどどどどどどどどどどデデデデデデデデデデデデイイイイイイイイイイイイハハハハハハハハハハハハウウウウウウウウウウウウススススススススススススを利用しませんか

地域の身近な施設を活用して、住民参加による日帰り援助サービス
を提供する「街かどデイハウス」は、現在市内で１６か所あり、さまざ
まな活動をしています。対象は、介護保険制度を利用していない市内
在住の６５歳以上の方です。ぜひ、ご利用ください。
活動内容 趣味活動（手芸、折り紙、習字、ちぎり絵）、ゲームやパ
ズル、介護予防活動（運動機能向上、認知症予防、口腔ケア）、レクリ
エーション活動など
※利用料・食事代が必要。くわしくはお近くの街かどデイハウス、
東・中・西福祉事務所高齢福祉係へお問合せください。所在地につい
ては、市ウェブサイト内「ｅ～まちマップ」にも掲載しています。

地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーにご相談ください

地域包括支援センターでは、介護保険を利用する方や介護保険利用
対象外の方で支援を必要とする高齢者およびその家族の相談に応じて
います。また、必要に応じて職員が家庭への訪問もしますので、気軽
にご利用ください。
なお、地域包括支援センターでは要支援の方の介護予防ケアプラン
の作成も行っています。お住まいにより担当の地域包括支援センター
が決まっていますので、くわしくは市ウェブサイトをご覧いただくか、
高齢介護室高齢介護課へお問合せください。

ファクス番号

０７２（９８６）９００３

０７２（９８３）２２７７
０７２（９８３）７７０１
０７２（９８５）１７２２
０７２（９４０）７５７８
０７２（９８８）０１３４
０７２（９６４）３０６０
０７２（９６１）２０５０
０７２（９６０）６０８０
０７２（９６６）５０１５
０６（４３０７）０４４４
０６（６７４８）８０１０
０６（６７８７）３８８５
０６（６７８２）１３１４
０６（６７２７）０７３０
０６（６７２４）８２３２
０６（６７２８）３０９２

０７２（９６３）２０２０

０６（６７２６）２５４４

電話番号

０７２（９８６）０２１１

０７２（９８３）２２５５
０７２（９８３）７７２５
０７２（９８５）７７７２
０７２（９４０）７５６８
０７２（９８６）３６８０
０７２（９６４）０３０８
０７２（９６０）８６６６
０７２（９６０）６０７２
０７２（９６６）７７５６
０６（４３０７）０１６５
０６（６７４８）８００９
０６（７６７０）３７００
０６（６７８２）１３１３
０６（６７２７）０２１３
０６（６２２４）５１１１
０６（６７２８）３０９９

０７２（９６３）６６６３

０６（６７２６）２５３３

所在地

善根寺町１―５―３１

布市町２―１２―２
南荘町１３―３８
出雲井本町３―２５
瓢�山町６―１７―１０１
上六万寺町１３―４０
古箕輪１―３―２８
横枕８―３４
吉田本町１―１０―１３
玉串町東１―１０―２０
若江南町３―７―７
稲田新町１―１０―１
御厨南３―１―１８
高井田元町１―１９―２４
下小阪４―７―３６
岸田堂北町６―１
俊徳町５―１１―６
角田２―３―８
（角田総合老人センター内）

荒川３―４―２３

名 称

ビオスの丘

布市福寿苑
千寿園

福寿苑

四条

なるかわ苑

みのわの里

春光園

アーバンケア島之内

向日葵

アンパス東大阪

アーバンケア稲田

サンホーム

レーベンズポルト

ヴェルディ八戸ノ里

たちばなの里

イースタンビラ

市社会福祉
協議会 角田

市社会福祉
協議会 荒川

基
幹
型

ファクス番号

０７２（９８０）７０４０

０６（６７８２）６４３０
０７２（９８１）３１２２
０６（６７８３）５９６３

０６（６７２７）６００２

０６（４３０９）０８７８
０７２（９８６）０６９３
０６（６７２３）８８８９
０７２（９８６）０００２
０７２（９６３）２２８２

０６（６７３０）５６３０

０７２（９８３）５５６２
０７２（９５１）７５０８

（平成２６年４月１日現在）

電話番号

０６（６７２５）７２３８
０６（６７８３）７７３８

０７２（９８０）７０４０

０６（６７８２）６４０１
０７２（９８１）２１８３
０６（６７８３）５９６３
０６（６７２０）０３６５

０６（６７２７）６００２

０６（４３０９）０８７８
０７２（９８６）０６９３
０６（６７２３）８８８９
０７２（９８６）０００２
０７２（９６３）２２８２

０６（６７３０）５６３０

０７２（９８３）５５６２
０７２（９５１）７５０８

所在地

若江北町１―３６―３０
長堂１―１８―１
西石切町３―２―６石切
第一ハイツ１０１・１０２号
長栄寺４―１２
南荘町１２―１０
荒本１―８―１４―１０５
寿町１―１―３５

永和２―２４―２９

稲田上町１―７―１０
南四条町１２―１１
長瀬町２―８―１５店舗１０５
日下町３―４―４３
吉田１―３―２２

友井３―６―１１

花園本町１―１１―３２
岩田町５―２１―１５

名 称

いきいきライフ夢

陽だまり

みんなでたのし
も会（めざめ）

高麗いきいきクラブ

こひゃん

すずめの学校

憩いの森

街かどデイハウ
スほんわか

じゃがいもくらぶ

南四条

和氣愛々

とも

お達者くらぶ

生き生きネット
和の会

ふるさと

悠

平成２６年度保存版 ９月は高齢者保健福祉月間

高井田老人センター（上）と
五条老人センター（左）では、
介護予防ボランティアグル
ープ「サボテン」「クローバ
ー」が中心となって、「楽ら
くトライ体操」に取り組ん
でいます。サボテンの代表
者の寺居さださんは「歌い
ながら楽しく覚えられます。
家から出て、みんなと笑い
あって健康寿命を延ばしま
しょう」と話していました

（４）


